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　大手通２丁目を歩行者天国にして、11月まで毎月１回、フ
リーマーケットやオープンカフェ、各種イベントが開催され
ています。次回７月12日は、まちなか活性化のための市民活
動の新しい拠点「まちなか・考房」がオープン（関連記事６、
７ページ）。みなさんぜひ、中心市街地にお越しください。�

市政ニュース ……………………………………………  ２～７�

「市長への手紙」を紹介します ………………………  ８、９�

平成14年度決算報告 ……………………………………  10、11�

長岡を知ろうキャンペーンに参加くだされ！ ………  12、13�

お知らせ …………………………………………………  14～27

「長岡市」への「編入合併」が決定、
まちなか・考房がオープンほか

■表紙　ストリートバスケットボールのスリーオンスリー�
 （6月15日・自由広場ながおか・ホコ天）�

バラ科の多年草で、山地の多少湿
り気がある場所を好み、まとまって
生えることが多い。茎は角張ってい
て花期には１～1.5ｍほどに伸び、茎
の先端に小さいピンク色の花が集ま
った花序（かじょ）がつく。葉は、
切れ込みが入っていてカエデに似た
形をしている。また、葉や茎を折る
と、湿布薬に似た独特の香りがする。
山形県から富山県にかけての低山で
見られる日本海要素植物の一つであ
る。６月から７月にかけて開花する。

中型のタテハチョウで、長岡では
平野部から山地帯まで、個体数は特
に多くはないものの普通に観察でき
る。
羽の表は黒地に赤い模様があり美
しいが、羽の裏は地味な保護色であ
る。タテハチョウの仲間は飛翔能力
に優れた種が多く、本種もバサバサ
と羽音高く飛翔する。時に縄張り活
動をする姿も観察できる。

お問い合わせは
科学博物館蕁３２・０５４６へ

自然観察�7月 194

栖
吉
の
大
欅
は
、
栖
吉
川
に
沿

っ
て
国
道
三
五
二
号
を
進
む
と
栖

吉
町（
原
町
）の
左
手
に
あ
り
ま
す
。

周
囲
は
八
メ
ー
ト
ル
余
も
あ
り
、

樹
齢
は
八
百
年
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
市
内
に
あ
る
欅
の
巨
木
と

し
て
は
、
蔵
王
の
金
峯
神
社
境
内

の
大
欅
と
並
ぶ
も
の
で
す
。

栖
吉
の
大
欅
に
は
次
の
よ
う
な

話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
大
欅
の
す
ぐ
脇
を
信
濃
川
が
流

れ
て
い
た
こ
ろ
、
摂
津
の
国
（
今

の
大
阪
府
ほ
か
）
の
船
頭
が
信
濃

川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
、
大

欅
を
見
つ
け
、
舟
を
つ
な
ぎ
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
地
に
住
吉
大
明

神
を
祀
り
、
住
吉
大
明
神
の
名
を

と
っ
て
住
吉
村
と
し
ま
し
た
。
や

が
て
住
吉
村
は
栖
吉
村
と
な
り
、

大
欅
は
『
舟
つ
な
ぎ
の
大
欅
』
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

こ
の
言
い
伝
え
は
、
大
欅
の
話

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
村
の
名
前

の
お
こ
り
に
つ
い
て
の
伝
承
で
も

あ
り
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
す
。

大
欅
の
場
所
に
は
、
大
正
十
四

年
（
一
九
二
五
）
に
栖
吉
神
社
に

合
祀
さ
れ
る
ま
で
、
住
吉
社
が
あ

り
ま
し
た
。
今
も
大
欅
の
前
に
嘉

永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
若
連
中

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
「
住
吉
大

明
神
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

中
世
の
信
濃
川
の
姿
は
伝
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
東
山
沿
い
の
栖

吉
の
大
欅
に
舟
を
つ
な
い
だ
と
い

う
伝
説
は
、
信
濃
川
の
雄
大
さ
と

人
び
と
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る

話
で
す
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

ケヤキは長岡市の木です。昭和61年（1986）
に市制80周年を記念して制定したもので、市民
による投票で選定されました。
ちなみにこのときの投票結果の上位は、１位
ケヤキ（1,441票）、２位カシワ（1,377票）、３位
コブシ（402票）、４位ナツツバキ（309票）、ヤ
マボウシ（157票）でした。

▲栖吉の大欅（栖吉町） 栖す

吉よ
し

の
大
欅

お
お
け
や
き

*9
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市内には、自然の恵みをうまく
生かしながら、気軽にエコライフ
（環境によい暮らし）を楽しんで
いるお宅があります。今月は、そ
の中からＩＳＯ14001の認証取得支援
の仕事をしながら、市の環境審議
会の委員を務める鈴木直夫さん
（川崎町）をご紹介します。

太陽がお風呂を沸かしてくれます

鈴木さんは、９年前、20万円を
投資して太陽熱温水器を設置。１
年のうちのおよそ９カ月間は、太
陽からエネルギーをもらってお風
呂の湯を沸かしています。
太陽熱温水器を設置して、現在
までに削減できたガス料金は約21

万円。もちろん設置費用を回収で
きただけでなく、地球温暖化の原
因となる二酸化炭素の排出量も大
幅に削減することができました。
ほかにも、家庭菜園で生ごみや
刈草を活用した無農薬野菜づくり
にご夫婦で取り組んでいるほか、
庭の水やりは、雨どいから流れ込
む雨水を池にためて使うなど、エ
コライフを満喫しています。

自然の力をもっと活用してほしい

取材に対し、鈴木さんは、「太
陽エネルギーや雨水などの自然の
力をもっと利用するべきです。畑
も、化学物質の使用を控えること
で、土の中の生態系が回復し、害
虫が少なくなるという効果が出て
います。
子どもたちにも、こうした経験
を通して、自然との共生や環境教
育の大切さを事あるごとに話して
います」と語ってくださいました。

できるところから始めませんか

みなさんも、ご家庭でエコライ
フに取り組んでみませんか。家庭
での太陽熱利用については、国も
応援しています。
詳しくは、環境政策課へお問い
合わせください。

～あなたもエコライフを始めませんか～

問い合わせ＝環境政策課†24・0528
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き
ん
ぷ

す
み
よ
し

け
や
き

ご
う
し

わ
か
れ
ん
ち
ゅ
う

ま
つ

▲「太陽エネルギーは、我が家になく
てはならないものになっています」と
太陽熱温水器を指さしながら話す鈴木
さん

た だ お



３

六
月
十
五
日
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
「
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
、
第
七
回
米
百
俵
賞

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
米
百
俵
賞
は
、「
緑
を
育

て
る
こ
と
は
人
づ
く
り
で
あ
る
」

と
い
う
信
念
の
も
と
、
ア
フ
リ

カ
・
サ
ヘ
ル
地
域
（
サ
ハ
ラ
砂
漠

の
南
側
に
あ
り
、
慢
性
的
な
食
糧

不
足
に
陥
っ
て
い
る
地
域
）
で
、

十
年
間
に
三
十
万
本
以
上
の
苗
木

を
生
産
・
植
林
す
る
こ
と
で
、
砂

漠
化
防
止
と
食
糧
の
自
給
を
目
指

し
た
活
動
を
続
け
て
い
る
千
葉
県

在
住
の
高
橋
一
馬
さ
ん
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
王
国
の
秘
境

ム
ス
タ
ン
で
農
業
技
術
の
指
導
や

学
校
・
病
院
建
設
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
長
年
尽
く
さ
れ
て

い
る
、
加
茂
市
出
身
で
同
国
在
住

の
近
藤
亨
さ
ん
に
、
特
別
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

二
人
の
受
賞
に
つ
い
て
、
今
回

か
ら
選
考
委
員
長
を
務
め
る
作
家

の
半
藤
一
利
さ
ん
は
、
選
評
の
中

で
、「
私
の
考
え
る
『
米
百
俵
の
精

神
』
は
、
そ
の
日
暮
ら
し
を
せ
ず
、

明
る
い
未
来
を
見
つ
め
な
が
ら

日
々
努
力
す
る
こ
と
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
若
い
と
き
に
志
を

立
て
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の

努
力
を
今
も
続
け
て
い
る
お
二
人

の
生
き
方
こ
そ
、『
米
百
俵
の
精
神
』

を
体
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

贈
呈
式
の
後
、
高
橋
さ
ん
は
、

現
地
の
飢
餓

き

が

の
状
況
と
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
説
明
し
た
あ
と
、「
人
が

生
き
て
行
く
た
め
に
は
水
と
食
べ

物
を
育
て
る
た
め
の
森
が
必
要
で

す
。
森
を
つ
く
る
た
め
の
木
を
植

え
る
に
は
、
相
当
な
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
同
時
に
、
人
を
育
て
て

い
く
こ
と
に
も
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
今
回
の
受
賞
を
契
機
に
し
て
、

今
後
も
一
層
、
こ
の
活
動
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

参
加
し
た
六
百
人
の
市
民
を
前
に
、

新
た
な
決
意
を
話
し
、
大
き
な
拍

手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

「
米
百
俵
の
精
神
」
は
、
ア
フ

リ
カ
の
地
で
も
着
実
に
根
付
き
始

め
て
い
る
よ
う
で
す
。

市政ニュース�NAGAOKA

米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
を
開
催

米
百
俵
賞
を
ア
フ
リ
カ
で
活
動
す
る
高
橋
一
馬
さ
ん
に
贈
呈

▲米百俵賞贈呈式で森市長から表彰される高橋一馬さん
（６月15日・長岡リリックホール）

米
百
俵
賞
は
植
林
を
通
し
て

人
づ
く
り
を
続
け
る
高
橋
さ
ん
に

育
英
百
年
の
理
想
を
ア
フ
リ
カ
で

５月21日、中米のホンジュラス共和国の首都テグシ
ガルパ市にあるマヌエルボニージャ国立劇場で戯曲

「米百俵」が上演されました。

国立演劇学校の学生によ
って上演されたこの演劇は、
竹元駐ホンジュラス日本国
大使が、同国の大統領や文
化大臣に「米百俵」の故事を
紹介したことがきっかけと
なったもので、今回、国を
挙げての上演となりました。

初演のこの日、750人を収容可能な劇場は満員となり、
上演後は、演出家・出演者・観客の中には、感動のあ
まり涙を流す人たちもみられました。市と米百俵財団
は、公演の話を受け、市長メッセージや支援金を贈る
などして、海を越えてなお人びとの共感を呼んでいる
この戯曲の上演を応援しました。

竹元大使を長岡市に迎え、ホンジ
ュラスで「米百俵」が上演されるこ
とになった経緯や、演劇のようすを
お話していただきます。参加は無料
です。当日、直接会場にどうぞ。
日時＝７月30日貉

午後６時～６時30分
会場＝ながおか市民センター１階

国際交流センター「地球広場」
問い合わせ＝庶務課蕁39・2203

t国立劇場の
初演で大統領
（写真中央）、
文化大臣（写
真右）と一緒
にあいさつに
立つ竹元大使
（写真左）

中米・ホンジュラス共和国の国立劇場で、
満員の観衆の中「米百俵」を上演

駐ホンジュラス日本国大使
竹元正美さんを囲む夕べ

▲「常在戦場」の掛け軸を背に虎三郎
が藩士たちを諭す場面も見事に演じら
れました

２

会
議
で
は
、
ま
ず
、
合
併
後
も

旧
市
町
村
単
位
に
一
定
の
役
割
と

権
限
を
持
つ
地
域
自
治
の
し
く
み

を
各
市
町
村
長
ら
に
よ
る
研
究
会

で
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
研
究
会
で
検

討
す
る
際
の
具
体
的
な
項
目
や
論

点
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
活
発
に

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
の
方
式
と
新
市
の
名
称
に

つ
い
て
は
委
員
か
ら
、
「
一
定
の

地
域
自
治
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
編

入
合
併
、
名
称
は
長
岡
市
が
望
ま

し
い
」
「
長
岡
と
い
う
市
名
が
全

国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
合

併
方
式
は
長
岡
市
へ
の
「
編
入
合

併
」、
新
市
の
名
称
は
「
長
岡
市
」

と
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

基
本
項
目
が
決
ま
り
、
今
後
、

新
市
の
将
来
構
想
の
協
議
や
地
域

自
治
の
研
究
を
本
格
的
に
行
う
た

め
、
七
月
ま
で
の
予
定
だ
っ
た
任

意
合
併
協
議
会
を
延
長
し
、
さ
ら

に
一
、
二
回
開
催
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
の
定
数
と
任
期
に

長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
を
開
催

「
長
岡
市
」へ
の「
編
入
合
併
」が
決
定

協
議
期
間
を
延
長

長
岡
地
域
八
市
町
村
で
構
成
す
る
任
意
合
併
協
議
会
の
第

六
回
会
合
が
六
月
九
日
に
開
催
さ
れ
、
合
併
の
方
式
は
長
岡

市
へ
の
「
編
入
合
併
」
、
新
市
の
名
称
は
「
長
岡
市
」
と
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

既
に
合
意
し
て
い
る
新
市
の
事
務
所
は
長
岡
市
内
に
置
く

こ
と
、
合
併
の
期
限
は
平
成
十
七
年
三
月
末
と
す
る
こ
と
と

合
わ
せ
、
合
併
に
あ
た
っ
て
の
四
つ
の
基
本
項
目
に
つ
い
て

合
意
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
市
で
は
、
今
月
、
合
併
説
明
会
を
市
内
各

地
域
で
開
催
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

長岡市�

三島町�

小国町�

越
路
町�

中
之
島
町�

山
古
志
村�

見附市�

栃尾市�

つ
い
て
は
、
地
域
自
治
の
し
く
み

と
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

協
議
会
終
了
後
の
会
見
で
、
森

市
長
は
、
「
こ
こ
ま
で
時
間
が
か

か
っ
た
が
、
中
身
の
濃
い
議
論
が

で
き
た
。
各
地
域
の
伝
統
や
文
化

を
尊
重
し
な
が
ら
、
長
岡
方
式
の

合
併
を
め
ざ
す
と
い
う
共
通
認
識

を
持
て
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　

次
回
の
任
意
合
併
協
議
会
は
、

七
月
十
八
日
貊
午
後
三
時
か
ら
、

パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
で
行
わ
れ
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
当
日
開

会
三
十
分
前
か
ら
先
着
順
（
五
十

人
程
度
）
で
受
け
付
け
ま
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
市
長
に
よ
る
市
民
の

み
な
さ
ん
へ
の
市
町
村
合
併
に
関

す
る
説
明
会
を
今
月
、
市
内
各
地

域
で
開
催
し
ま
す
（
左
表
参
照
）。

説
明
会
に
参
加
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
町
村
合

併
推
進
室
蕁
39
・
２
２
６
０
へ
ど

う
ぞ
。

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

※都合のいい日時に、直接会場にお越しください�

７月　７日b�
　午後７時～８時30分�

　　１２日g�
　午後２時～３時30分�

川西西部（関原、宮本、�
大積、青葉台）�

市内全地域�

宮本公民館�

　　１６日d�
　午後７時～８時30分�

川東中央部（阪之上、表町、
中島、千手、神田）�

中央公民館�
（大ホール）�

　　２３日d�
　午後７時～８時30分�

川東南部（宮内、十日町、�
六日市、太田）�

宮内公民館�

　　２５日f�
　午後７時～８時30分�

川西北部（下川西、上川西、�
福戸、王寺川）�

高齢者センター�
まきやま�

　　２９日c�
　午後７時～８時30分�

川東中央部（四郎丸、豊田）�四郎丸コミュニティ
センター�

　　２８日b�
　午後７時～８時30分�

川東北部（富曽亀、新組、�
黒条、山本）�
川東中央部（川崎、川崎東、�
新町）�

高齢者センター�
ふそき�

　　２６日g�
　午後２時～３時30分�

市内全地域�市立劇場�
（大会議室）�

　　２４日e�
　午後７時～８時30分� 川東東部（栖吉、山通）�

山通コミュニティ�
センター�

　　１４日b�
　午後７時～８時30分�

川西南部（大島、希望が丘、�
深才、日越）�

大島公民館�

長岡造形大学�
（円形講義室）�

開 催 日 時 � 会　 　場� 主な対象地域�

市町村合併説明会の開催日程�
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地
方
事
情
を
ご
視
察
の
た
め
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
六
月
十
一
日

か
ら
十
三
日
の
三
日
間
、
新
潟
県

に
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。

長
岡
市
に
は
十
二
日
・
十
三
日

の
両
日
滞
在
さ
れ
、
十
二
日
に
県

立
歴
史
博
物
館
を
視
察
さ
れ
ま
し

た
。館

内
で
は
、
新
潟
県
の
あ
ゆ
み

や
雪
国
の
く
ら
し
、
縄
文
人
の
世

界
な
ど
の
展
示
を
ご
覧
に
な
っ
た

ほ
か
、
長
岡
土
器
造
り
同
好
会
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
土
器
や
は
に
わ

づ
く
り
を
熱
心
に
ご
覧
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
日
の
お
出
迎
え
と
お
見
送

り
の
た
め
に
県
立
歴
史
博
物
館
に

集
ま
っ
た
大
勢
の
人
た
ち
に
、
両

陛
下
は
、
に
こ
や
か
な
表
情
で
お

こ
と
ば
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
二
日
間
、
市
内
の

沿
道
や
長
岡
駅
周
辺
は
、
両
陛
下

の
訪
問
を
歓
迎
す
る
た
く
さ
ん
の

人
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

県
立
歴
史
博
物
館
を
ご
視
察

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

天
皇
皇
后
両
陛
下

長
岡
市
へ

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

市
民
一
人
ひ
と
り
が
い
つ
ま
で

も
住
ん
で
い
た
い
、
と
思
う
ま
ち
。

多
く
の
人
び
と
が
ま
た
訪
れ
て
み

た
い
、
と
感
じ
る
ま
ち
。

平
成
十
四
年
四
月
に
施
行
さ
れ

た
都
市
景
観
条
例
で
は
、
だ
れ
も

が
誇
り
の
持
て
る
美
し
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に
、
市
民
の
自
主
的

な
景
観
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を

奨
励
し
て
い
ま
す
。

六
月
一
日
、
市
は
都
市
景
観
条

例
に
基
づ
き
、
景
観
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
買
い
物
や
通
院
に
便
利
な
中

心
部
に
引
っ
越
し
た
い
」。

「
一
人
暮
ら
し
な
の
で
何
か
あ

っ
た
と
き
が
不
安
」。

そ
ん
な
希
望
や
悩
み
を
お
持
ち

の
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
。

長
岡
市
で
は
、
市
中
心
部
に
民

間
の
認
定
業
者
が
建
設
を
進
め
て

い
る
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

（
ケ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン
朝
日
）
の
入

居
者
に
対
し
、
家
賃
の
一
部
を
補

助
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
高
齢
者
の
居
住
の
安

定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

く
、
県
内
初
の
高
齢
者
向
け
優
良

賃
貸
住
宅
事
業
で
す
。

ま
た
、
市
で
は
入
居
者
の
安
否

確
認
や
緊
急
時
の
対
応
、
一
時
的

な
家
事
援
助
な
ど
の
た
め
の
生
活

援
助
員
を
派
遣
し
ま
す
。

ケ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン
朝
日
に
入
居

を
希
望
す
る
人
は
、
下
記
の
募
集

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

古
正
寺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
都
市
景
観
形
成
市
民
団
体
に
、

同
区
域
で
結
ば
れ
て
い
る
古
正
寺

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
定
を
都
市
景

観
協
定
の
第
一
号
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
認
定
し
ま
し
た
。

古
正
寺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
（
百
八
十
世
帯
）
は
、
平
成
九

年
に
活
動
を
開
始
し
、
十
一
年
に

ま
ち
づ
く
り
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
そ
し
て
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
な
み
景
観
と
良
好
な
生
活
環

境
の
維
持
・
発
展
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

古
正
寺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
会
長
を
務
め
る
清
水
正
栄
さ

ん
は
語
り
ま
す
。
「
今

回
の
認
定
は
、
区
域
の

住
民
に
と
っ
て
『
よ
し
、

が
ん
ば
ろ
う
』
と
い
う

大
き
な
励
み
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
み
ん
な

で
話
し
合
っ
て
決
め
た

協
定
が
し
っ
か
り
と
守

ら
れ
る
よ
う
、
協
定
の

旗
振
り
役
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

今
回
の
認
定
に
よ
っ
て
、
市
は

団
体
に
対
し
、
活
動
経
費
の
一
部

（
三
十
万
円
を
上
限
に
三
分
の
二

を
五
年
間
）
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
協
定
を
結
ん
だ
人
た
ち

に
対
し
、
協
定
に
沿
っ
た
周
辺
の

ま
ち
な
み
と
調
和
す
る
よ
う
な
建

物
の
外
壁
の
色
や
生
垣
な
ど
の
整

備
を
行
う
場
合
、
一
軒
あ
た
り
最

高
十
五
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
補
助
制
度
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
都
市
政
策
課
蕁
39
・
２

２
２
５
へ
ど
う
ぞ
。

古
正
寺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
都
市
景
観
形
成
市
民
団
体
に
認
定

s古正寺地区のまちなみ
住宅の外壁を道路から後退さ

せて建てるだけでなく、外壁や
屋根の色に青や赤、黄色などの
原色を避けたり、生け垣や植栽
などを設けたりしています。

▲県立歴史博物館では土器づくりもご覧になりました

▲長岡駅前で市民の歓声にお応えになる
両陛下

ミ
ニ
ニ
ュー
ス六

月
十
五
日
、
大
島
中
央
公
園

内
（
大
島
本
町
三
）
に
休
憩
施
設

「
ふ
れ
あ
い
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
館
」
は
親
子

の
遊
び
場
、
高
齢
者
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
雨
天
時
や
降
雪
時
で
も

利
用
で
き
る
開
閉
式
の
休
憩
所
で

す
。
地
元
町
内
会
が
建
設
資
金
を

出
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
市
は
、
公
園
内
に
こ

の
よ
う
な
施
設
の
建
設
を
認
め
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
元
の
要

望
を
受
け
て
、
昨
年
度
、
新
た
に

設
置
基
準
を
定
め
、
今
回
市
内
で

初
め
て
実
現
し
ま
し
た
。

設
置
後
は
市
が
施
設
の
寄
付
を

受
け
、
地
元
町
内
会
に
施
設
の
維

持
管
理
を
委
託
し
ま
す
。

大
島
中
央
公
園
休
憩
施

設
「
ふ
れ
あ
い
館
」
が

オ
ー
プ
ン

▲清水正栄さん

▲大島中央公園の開放型休憩施
設「ふれあい館」

至大手大橋�

至
長
岡
Ｉ
Ｃ�

至長岡大橋�

協定区域�

8

351

長岡造形大学�

県立近代�
美術館�

ハイブ長岡�

長岡�
赤十字病院�

長岡リリックホール�

古正寺地区まちづくり協定区域図�

古
正
寺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

第
一
号
に
認
定

市
民
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
支
援

住所＝本町１の２の７
入居資格＝満60歳以上の世帯（夫婦の場合は

どちらかが満60歳以上）
入居開始日＝平成16年３月中旬
募集期間＝７月10日貅～８月31日豸（応募多

数の場合抽選）

建物概要＝鉄筋コンクリート造、８階建て、50
戸

住戸内容＝ワンルームタイプ、トイレ、浴室、
キッチン、冷暖房設備、緊急通報装
置など

共同施設＝食堂、大中浴室、ミーティングルー
ムなど（共同施設は床暖房完備）

諸経費＝①家賃…入居者の所得に応じて月額　　
27,000円～95,000円
②管理費…月額30,000円／戸
③共益費…月額20,000円／人
④敷金…月額家賃の３カ月分
⑤その他…各居室の電気・水道料金な
どは自己負担（食事サービス、駐車
場の利用は選択）

申し込み・問い合わせ＝㈱角新工務店
蕁32・0338、FAX29・2268

ケアマンション朝日の入居者の募集案内

▲イメージ図

市政ニュース�NAGAOKA

景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す�
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す�



大
和
デ
パ
ー
ト
●�

●

チ
ャ
レ
ン
ジ�

シ
ョ
ッ
プ�

「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」�

●

第
四
銀
行

第
四
銀
行�

●

厚
生
会
館

厚
生
会
館�

北
越
銀
行

北
越
銀
行
●�

市
民
セ
ン
タ
ー

市
民
セ
ン
タ
ー
●�

大
光
銀
行

大
光
銀
行
●�

●

第
四
銀
行�

セ
ン
ト
ラ
ル
通
り�

ス
ズ
ラ
ン
通
り�

●

厚
生
会
館�

大手通り�

Ｊ
Ｒ
長
岡
駅�

北
越
銀
行
●�

市
民
セ
ン
タ
ー
●�

大
光
銀
行
●�

東
　
口�

大
手
口�

▲考房スタッフの�
　板垣さん�

▲考房スタッフの広川さん�

▲Ｔ・Ｍメンバーの田中さん�

エスカレーター�

広域市町村コーナー�

コミュニティスペース� 長岡戦災資料館�

各種PRコーナー�

出
入
口
（
大
手
通
り
）�

エスカレーター�

長岡造形大学�
ギャラリー�

まちづくり工房�

一般ギャラリー�
スペース� 資料収納庫�

●長岡戦災資料館�
　長岡空襲を風化させ
ることなく次世代に伝
えていくための拠点と
なる施設です。�
　戦災資料や写真の展
示、体験者の証言など
を通して空襲の悲惨さ
と平和の大切さを伝え
ます。�

●長岡造形大学ギャラリー　
　デザインを学ぶ長岡造形大
学の学生や先生の作品をご紹
介します。�
�オープニングは「工芸デザ
イン展」～金属造形・染色作
品の展示～を予定しています。
展示期間は、８月４日まで。
ぜひ、みなさんおでかけくだ
さい。�

●一般ギャラリースペース�
　市民のみなさんの作品展示
や「まちなか」
に関するさまざ
まな企画展示イ
ベントを行う予
定です。�

●コミュニティスペース�
　誰もが気軽に立ち寄って、まちの話
題や近隣市町村のことについて自由に

話し合えるとこ
ろです。まちな
かにおいでの際
の、待ち合わせ
や休憩の場所と
しても、ご利用
ください。�

1  階�

2  階�
▲考房スタッフの竹田さん�

t焼夷弾の子弾�
しょう  い   だん�

７ ６

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
は
、
ま

ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
と
活
性
化
の

拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
は
、
一

階
に
、
中
心
市
街
地
で
の
市
民
の

み
な
さ
ん
の
活
動
の
場
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
や
、
く
つ

ろ
ぎ
な
が
ら
広
域
市
町
村
や
各
種

の
情
報
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
Ｐ

Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

二
階
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ

学
生
や
教
授
陣
の
作
品
を
紹
介
す

る
長
岡
造
形
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

中
心
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
発

表
の
場
と
な
る
一
般
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
や
、「
ま
ち
な
か
」
の
活

性
化
に
つ
い
て
考
え
る
ま
ち
づ
く

り
工
房
が
入
り
ま
す
。

ま
た
、「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
の

一
階
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
科
学
博

物
館
で
展
示
・
所
蔵
し
て
い
た
戦

災
資
料
を
移
設
し
て
展
示
す
る
長

岡
戦
災
資
料
館
も
開
設
し
ま
す
。

こ
の
戦
災
資
料
館
で
は
、
戦
災

の
資
料
を
展
示
し
、
体
験
者
に
よ

る
証
言
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
空
襲
を
語
り
継
ぐ
た

め
の
取
り
組
み
を
行
う
市
民
グ
ル

ー
プ
の
活
動
や
交
流
の
場
と
し
て
、

平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
の
市
民
に

伝
え
る
拠
点
と
な
り
ま
す
。

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
の
「
ま
ち
な
か
・
考
房
」

の
企
画
・
運
営
は
、「
な
が
お
か
タ

ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
企
画
運
営

会
議
（
略
称
Ｔ
・
Ｍ
）
」
と
い
う

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
め
ざ
す

建
築
家
や
中
心
商
店
街
関
係
者
、

長
岡
造
形
大
学
生
ら
で
構
成
す
る

市
民
グ
ル
ー
プ
が
行
い
ま
す
。

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
そ
し
て

一
緒
に
「
ま
ち
な
か
」
を
楽
し
む

と
こ
ろ
で
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

主な施設を「まち
なか・考房」と「なが
おかタウンマネジメ
ント企画運営会議」
（略称Ｔ・Ｍ）の職
員がご紹介します。

ま
ち
な
か
活
性
化
の
た
め
の
新
し
い
拠
点
が
誕
生

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
が
7
月
12
日
G
オ
ー
プ
ン

運
営
は
市
民
団
体
が
行
い
ま
す

長
岡
戦
災
資
料
館
も
開
設

七
月
十
二
日
（土）
、
大
手
通
り
に
、
ま
ち
な
か

活
性
化
の
た
め
の
市
民
活
動
の
新
し
い
拠
点
と

し
て
「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
が
誕
生
し
ま
す
。

市政ニュース�NAGAOKA

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
リ
ー

ド
・
ブ
ロ
ー
」
運
営
事
業
は
、
商

店
経
営
を
目
指
す
若
者
に
低
賃
料

で
店
舗
を
提
供
し
、
一
年
間
、
商

店
街
の
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
商
売
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
体
得
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、

本
格
的
に
中
心
市
街
地
に
出
店
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

六
月
二
十
七
日
か
ら
、
四
期
生

の
若
者
四
人
が
、
新
し
い
お
店
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開
始
し
ま
し
た
。

営
業
を
始
め
た
の
は
、
「
輸
入

モ
デ
ル
カ
ー
や
復
刻
版
の
ブ
リ
キ

の
お
も
ち
ゃ
な
ど
、
大
人
が
楽
し

め
る
趣
味
の
雑
貨
」
「
ス
ク
リ
ー

ン
ト
ー
ン
や
特
殊
紙
な
ど
の
漫
画

用
画
材
」「
色
彩
で
心
を
癒
す
『
オ

ー
ラ
ソ
ー
マ
』
を
使
っ
た
心
と
か
ら

だ
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
」
「
手
足
の

爪
を
美
し
く
整
え
て
彩
る
、
ネ
イ

ル
ア
ー
ト
」
の
四
店
舗
で
、
い
ず

れ
の
お
店
も
、

年
齢
や
男
女
を

問
わ
ず
楽
し
め

る
も
の
ば
か
り

で
す
。

み
な
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
一
度
ま
ち

な
か
に
出
て
き

て
、
こ
の
新
し

い
ユ
ニ
ー
ク
な

お
店
で
、
楽
し

い
時
を
過
ご
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
、す
で
に
四
人
の「
リ

ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」
卒
業
生
が
、
中

心
市
街
地
で
再
出
店
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
卒
業
し
た
三
期
生
の
う

ち
の
三
人
も
、
市
内
で
本
格
出
店

を
果
た
し
商
売
を
再
開
し
て
い
ま

す
。特

に
、「
ア
メ
リ
カ
ン
雑
貨
」
と

「
Ｔ
シ
ャ
ツ
プ
リ
ン
ト
」
の
お
店

は
、
「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」
の
隣

大
手
通
り
に
お
出
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
私
た
ち
の
お
店
を
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」

第
4
期
生
が
営
業

チ

ャ

レ

ン

ジ

開
始

「まちなか・考房」がオープ
ンする７月12日貍は、月に１度
の歩行者天国「自由広場ながお
かホコ天」の日です。
フリーマーケットやオープン
カフェのほか、近隣市町村の特
産品販売などを行う「長岡広域・
楽市・楽座」など、楽しい催し
がいっぱいです。
どうぞお出かけください。

日　時＝７月12日貍午前11時30
分～午後４時30分

会　場＝大手通２丁目
問い合わせ＝商業振興課蕁39・

2228または商店街連合
会事務局蕁32・7002

7月12日Gは、自由広場
ながおかホコ天へどうぞ

り
の
空
き
店
舗
を
共
同
で
借
り
て

の
本
格
出
店
。
今
ま
で
の
顧
客
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、「
リ

ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」
の
四
期
生
の
お

店
と
の
相
乗
効
果
を
狙
い
、
さ
ら

な
る
顧
客
の
獲
得
を
狙
い
ま
す
。

新
し
く
挑
戦
を
始
め
た
四
期
生

は
も
ち
ろ
ん
、
中
心
市
街
地
で
頑

張
る
卒
業
生
た
ち
の
お
店
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
リ
ー

ド
・
ブ
ロ
ー
」
運
営
事
業
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
せ
は
、
商
業
振
興

課
蕁
39
・
２
２
２
８
へ
ど
う
ぞ
。

ま
ち
の
元
気
は

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
か
ら

新
店
舗
は

い
ず
れ
も
個
性
派
ぞ
ろ
い

３
期
生
２
人
が
「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ

ー
」
の
隣
り
で
本
格
的
に
出
店

開館時間＝午前10時～午後７時
（７月12日は11時30分～）

休館日＝毎週月曜日と年末年始
問い合わせ＝ながおかタウンマネ　

ジメント企画運営会議（市
民センター３階まちなか
活性課内）蕁39・2807、
FAX39・2827

元は庭師だったのですが、輸入雑貨
に詳しい知人の影響で、輸入モデルカ
ーや復刻版のブリキのおもちゃに興味
を持つようになり、出店を志願しました。
親切・丁寧な接客を心がけ、大人が

楽しめる趣味の雑貨店を目指します。
とにかく、ぜひ一度、チャレンジシ

ョップ「リード・ブロー」の個性派シ
ョップをのぞいてみてください。私を
含む４人のフレッシュな店主が、みな
さんのお越しをお待ちしています。

t「大人が楽しめる趣
味の雑貨」のお店「ア
ッシュプリュス」を開
く古川浩通さん

4期生に抱負を聞き
ました！

みなさん、どうぞお出かけください。
日時＝７月12日貍午前11時30分から
場所＝「まちなか・考房」（大手通２）

「まちなか・考房」オープン式典



今
後
も
制
度
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

（
五
月
三
十
日
返
信
）

三
歳
児
健
診
の
と
き
で
す
。
子

ど
も
の
尿
は
「
ジ
ャ
ム
等
の
空
き

ビ
ン
や
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
に
入
れ

て
持
参
」
と
の
指
示
に
驚
き
ま
し

た
。
専
用
の
容
器
で
な
い
と
残
留

成
分
に
よ
っ
て
検
査
結
果
が
疑
反

応
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
適
正

な
検
査
方
法
へ
の
改
善
を
望
み
ま

す
。

（
永
原
あ
ゆ
み
さ
ん
　
前
島
町
）

●
ご
指
摘
の
と
お
り
、
家
庭
で
の

容
器
の
洗
い
方
に
よ
っ
て
は
一
〇

〇
％
大
丈
夫
と
は
言
え
ず
、
検
査

の
正
確
性
に
欠
け
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
他
の
市
町
村
の
実
施

方
法
や
検
査
機
関
の
意
見
を
参
考

に
、
財
政
負
担
も
考
慮
し
な
が
ら

専
用
容
器
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

（
昨
年
八
月
二
十
三
日
返
信
）

そ
の
後
昨
年
十
月
か
ら
、
三
歳

児
健
診
の
案
内
に
専
用
容
器
（
採

尿
用
コ
ッ
プ
と
ス
ポ
イ
ト
状
容
器
）

を
同
封
す
る
方
式
に
改
め
ま
し
た
。

（
四
月
三
日
再
返
信
）

市
内
に
は
子
ど
も
が
遊
べ
る
公

園
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
冬

の
間
は
屋
内
施
設
が
頼
り
で
す
。

新
聞
で
「
こ
ど
も
王
国
」
の
記
事

を
読
み
ま
し
た
が
、
屋
根
付
き
の

公
園
で
雪
は
し
の
げ
て
も
冬
の
寒

さ
は
防
げ
な
い
の
で
は
な
い
で
す

か
。

（
東
美
樹
さ
ん
　
宝
三
）

●
現
在
検
討
中
の
「
こ
ど
も
王
国
」

は
、
冬
で
も
遊
べ
る
全
天
候
型
で
、

９ ８

運
営
委
員
会
」
に
施
設
の
運
営
を

委
託
し
ま
す
。

（
四
月
三
日
再
返
信
）

乳
幼
児
の
通
院
医
療
費
の
助
成

は
、
長
岡
市
で
は
三
歳
ま
で
で
す

が
、
前
に
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で

は
六
歳
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

面
で
、
長
岡
市
は
だ
い
ぶ
遅
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

（
外
山
誠
さ
ん
　
中
島
四
）

●
こ
の
医
療
費
助
成
は
、
県
の
制

度
を
基
準
に
、
各
市
町
村
が
地
域

の
実
情
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
自
治
体
間
で
内
容
に
差

異
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
長
岡
市
で
は
入
院
医
療

費
は
就
学
前
ま
で
、
通
院
医
療
費

は
三
歳
未
満
児
ま
で
、
所
得
制
限

な
し
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

九
月
か
ら
、
通
院
医
療
費
の
助

成
対
象
年
齢
を
、
四
歳
未
満
児
ま

で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

学
区
外
か
ら
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
に
通
っ
て
来
る
子
ど
も
た
ち
と

地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の

場
と
し
て
、
太
田
地
区
に
児
童
館

を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

（
菊
入
義
勝
さ
ん
　
濁
沢
町
）

●
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
は
、

地
域
と
学
校
と
保
護
者
が
連
携
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
児
童
館
の

整
備
は
、
そ
の
連
携
や
協
力
体
制

を
つ
く
る
う
え
で
の
ひ
と
つ
の
き

っ
か
け
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。今
後
、ど
の
よ
う
な
形
で
整
備

に
取
り
組
む
べ
き
か
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

（
昨
年
六
月
十
八
日
返
信
）

休
園
中
の
太
田
保
育
園
の
施
設

を
利
用
し
て
六
月
一
日
に
児
童
館

を
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
柔
軟
な

運
営
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

方
々
で
組
織
す
る
「
太
田
児
童
館

長
岡
駅
の
大
手
口
と
東
口
を
結

ぶ
地
下
道
を
自
転
車
で
通
れ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
は
、

自
転
車
の
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
相
田
博
和
さ
ん
　
土
合
二
）

●
自
転
車
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
が

歩
行
者
の
安
全
に
配
慮
し
て
、
自

転
車
を
押
し
て
通
行
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
地
下
道
へ
の
自
転
車
の
持

ち
込
み
は
可
能
な
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、

利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
何
ら
か
の
工
夫
が
必
要
だ

と
も
考
え
ま
す
。

階
段
し
か
な
い
大
手
口
側
出
入

り
口
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
や

自
転
車
に
よ
る
危
険
走
行
防
止
の

た
め
の
監
視
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て

マ
ナ
ー
指
導
員
の
配
置
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
面
か
ら
、
ご
要
望
の
実

現
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
ま

す
。

（
六
月
十
三
日
返
信
）

内
部
に
は
土
や
芝
を
敷
き
、
遊
具

も
置
け
る
公
園
施
設
で
す
。
屋
根

だ
け
で
な
く
寒
さ
対
策
も
考
慮
し

て
壁
の
設
置
も
検
討
し
ま
す
の
で

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

（
三
月
三
十
一
日
返
信
）

中
央
図
書
館
に
行
く
と
、
お
目

当
て
の
本
は
貸
し
出
し
中
。
西
地

域
図
書
館
に
な
ら
あ
る
と
の
こ
と
。

あ
ら
か
じ
め
家
で
わ
か
れ
ば
直
接

西
地
域
館
に
行
き
ま
し
た
。
学
校

が
週
休
二
日
制
に
な
っ
て
か
ら
子

ど
も
の
た
め
に
本
を
借
り
に
行
く

機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
中
央
館
や
地
域
館
の

蔵
書
の
検
索
や
予
約
が
で
き
る
よ

う
、早
め
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
風
間
正
さ
ん
　
平
島
二
）

●
現
在
、
中
央
図
書
館
と
各
地
域

図
書
館
を
結
ん
で
稼
動
中
の
蔵
書

管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
蔵
書
の
検
索
や
予
約

に
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
平
成

十
七
年
三
月
に
導
入
予
定
の
新
シ

ス
テ
ム
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検

索
等
の
機
能
を
組
み
込
み
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
間
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

（
昨
年
七
月
二
十
六
日
返
信
）

そ
の
後
、
多
く
の
方
々
か
ら
同

趣
旨
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
早
期

実
施
に
向
け
て
シ
ス
テ
ム
の
研
究

を
行
っ
た
結
果
、
本
年
度
中
に
実

現
で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

（
四
月
三
日
再
返
信
）

市
役
所
や
そ
の
関
連
団
体
か
ら

の
配
布
物
が
非
常
に
多
く
、
紙
資

源
の
無
駄
遣
い
と
言
え
な
く
も
な

い
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
を
考
え
る
と
、
メ
ー
ル

に
よ
る
配
信
も
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
齋
藤
正
弘
さ
ん
　
荻
野
一
）

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
れ

ば
、
将
来
的
に
は
配
布
物
の
削
減

が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

普
及
が
ま
だ
一
部
の
世
帯
に
限
ら

れ
て
い
る
現
状
で
は
、
直
ち
に
紙

の
印
刷
物
か
ら
切
り
替
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
メ
ー
ル
版
の
市

政
だ
よ
り
を
発
行
し
、
そ
の
利
用

状
況
を
見
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
よ
り
効
果
的
な

情
報
提
供
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
昨
年
六
月
二
十
七
日
返
信
）

※
二
月
か
ら
、
長
岡
市
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
「
米
百
俵
メ
ー
ル
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

長
岡
市
で
は
学
校
給
食
に
使
う

食
器
を
保
護
者
に
負
担
さ
せ
て
購

入
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
学

校
給
食
の
食
器
は
市
の
予
算
で
購

入
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

（
太
田
義
行
さ
ん
　
滝
谷
町
）

●
長
岡
市
で
は
、
各
学
校
の
最
初

の
食
器
購
入
は
公
費
負
担
、
そ
の

後
の
補
充
や
入
れ
替
え
は
保
護
者

負
担
と
し
て
き
ま
し
た
。
他
市
町

村
で
は
、
公
費
負
担
の
ケ
ー
ス
が

多
い
こ
と
も
承
知
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
長
く
続
け
て
き
た
方
法

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
の
事

情
や
市
の
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え

て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
昨
年
十
二
月
四
日
返
信
）

給
食
食
器
の
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
具
体
的
な
入
れ
替
え
の

方
法
や
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
公
費
負
担
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
、
今
後
の
方
向
性

を
決
定
し
ま
す
。

（
四
月
三
日
再
返
信
）

悠
久
山
公
園
に
大
き
な
案
内
図

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
水
澤
栄
一
さ
ん
　
悠
久
町
一
）

●
現
在
、
野
球
場
の
東
側
駐
車
場

か
ら
蒼
柴
神
社
に
向
か
う
入
口
の

と
こ
ろ
に
大
き
な
案
内
板
が
あ
り

ま
す
が
、
確
か
に
こ
の
一
カ
所
だ

け
で
は
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
初
め
て
悠
久
山
公
園
を

訪
れ
る
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
案

内
板
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

（
昨
年
十
一
月
二
十
八
日
返
信
）

検
討
の
結
果
、
悠
久
山
公
園
再

生
事
業
の
一
環
と
し
て
案
内
板
を

設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
案

内
板
で
お
知
ら
せ
す
る
内
容
に
つ

い
て
あ
ら
た
め
て
調
査
を
し
た
う

え
で
設
置
し
ま
す
。

（
四
月
三
日
再
返
信
）

あ
な
た
の
声
、
あ
な
た
の
意
見
が
ま
ち
を
変
え
ま
す

市
政
に
反
映
さ
れ
た

『
市
長
へ
の
手
紙
』を
紹
介
し
ま
す

みなさんの市政に対する質問
や意見、苦情などなんでもお受
けします。
普段着トークや対話集会な

ど「市長の広聴活動」の受付窓口
でもあります。
場所は、市役所１階北側です。
気軽にお出かけください。

電　　話：３９・２２４６
ファクス：３９・２２７２
Eメール：
koejoho@city.nagaoka.niigata.jp

「市長への手紙」ホームページ：
http://www.city.nagaoka.niigata.jp

市民の声なんでも窓口
－市民の声情報室－

総件数�
935件�

相談 30件�

その他�
132件�

苦情�
152件� 意見�

621件�

▲悠久山公園・菖蒲園

t「市長への手紙」専用はがき
各地区公民館、図書館、ながおか市民セ
ンター、市役所１階市民情報ラウンジに
あります。

「市長への手紙」の内容別内訳
（平成14年度）

「市長への手紙」に市長がお答えします

▲平成14年度にみなさんからいただいた「市長への手紙」の総数は
841通です。これを内容で整理すると935件になりました。
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平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
の

決
算
は
、
歳
入
総
額
が
六
百
九
十

八
億
百
三
万
円
、
歳
出
総
額
が
六

百
七
十
五
億
九
千
六
百
十
九
万
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
、
い
ず
れ
も

増
加
し
ま
し
た
。

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
引

く
と
、
二
十
二
億
四
百
八
十
四
万

円
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
平
成
十
五

年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
に
充
て

る
財
源
一
億
四
千
三
百
七
十
七
万

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

二
十
億
六
千
百
七
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、

市
税
は
前
年
度
に
比
べ
約
四
億
三

千
万
円
落
ち
込
み
、
過
去
十
年
間

で
最
も
少
な
い
収
入
額
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
が
国
の
地

方
財
政
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
約
二
億
七
千
万
円

減
少
す
る
な
ど
、
市
が
自
由
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
一
般
財
源
が
大

き
く
減
少
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
利
用

計
画
の
な
い
市
有
地
の
売
却
を
実

施
す
る
な
ど
し
て
、
歳
入
の
確
保

に
努
め
ま
し
た
。

市
の
長
期
借
入
金
で
あ
る
市
債

は
、
約
三
十
八
億
円
の
発
行
に
抑

え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
四
年

度
末
の
市
債
残
高
は
、
約
六
百
八

十
一
億
円
と
な
り
、
残
高
が
最
も

多
か
っ
た
平
成
十
年
度
末
と
比
べ
、

約
七
十
億
円
減
少
し
ま
し
た
（
グ

ラ
フ
１
参
照
）。

歳
出
面
で
は
、
職
員
数
を
削
減

す
る
な
ど
、
職
員
人
件
費
の
縮
減

を
図
っ
た
ほ
か
、
経
費
の
徹
底
し

た
節
減
と
効
率
的
な
予
算
執
行
に

努
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
次

新
長
岡
発
展
計
画
「
後
期
基
本
計

画
」
の
二
年
次
目
と
し
て
、
そ
の

着
実
な
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
の
財
政
支
出
に
備

え
、
市
の
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調

整
基
金
に
二
十
億
円
、
都
市
整
備

基
金
に
十
億
円
そ
れ
ぞ
れ
積
み
立

て
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
減
債
基

金
を
加
え
た
主
要
な
三
基
金
の
十

四
年
度
末
残
高
は
、
約
五
十
八
億

円
と
な
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
２
参

照
）。こ

の
ほ
か
、
七
つ
の
特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
事
業
・
と
畜
場

事
業
・
下
水
道
事
業
・
ス
キ
ー
場

事
業
・
駐
車
場
事
業
・
老
人
保
健

事
業
・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
）

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
（
左
上
の
表
参

照
）。ま
た
、
水
道
事
業
会
計
の
資

本
的
収
支
の
不
足
分
に
つ
い
て
は

内
部
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し

た
。

◇
　
　
　
　
　
　
◇

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
限
ら
れ

た
予
算
の
有
効
活
用
と
適
正
な
財

政
運
営
を
行
い
、市
民
生
活
の
よ
り

一
層
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

長
岡
市
の
財
政
状
況

平
成
　
年
度
決
算
報
告

１４

歳出総額　675億9619万円�歳出総額　675億9619万円�

135億7120万円（20.1％）�

109億6720万円（16.2％）�

93億4937万円（13.8％）�

89億6101万円（13.3％）�

78億4063万円（11.6％）�

70億126万円（10.4％）�

45億7731万円（6.8％）�

53億2821万円（7.8％）�

■民生費�

　障害者・高齢者・保育園児の支援や生�

　活保護など、福祉の向上を図るための�

　経費�

■土木費�

　道路、河川、住宅、公園などの整備や�

　管理をするための経費�

■総務費�

　一般行政管理事務経費�

■商工費�

　商工業の振興を図るための経費�

■公債費�

　借入金の返済に充てる経費�

■教育費�

　小・中・養護学校教育や生涯学習など、�

　教育の向上を図るための経費�

■衛生費�

　保健衛生の向上やごみの収集・処理、�

　環境保全を行うための経費�

■その他�

　消防費、農林水産業費など�

民　生　費�

土　木　費�

総　務　費�

商　工　費�

公　債　費�

教　育　費�

衛　生　費�

そ　の　他�

財
政
調
整
基
金�

減
債
基
金
・
都
市
整
備
基
金�

0

20

10

30

40

50

60

35

23 23 23 23 23 23

43

8 9 10 11 12 13 14 （年度）�

3232 30 28 28 28

58

主要3基金の年度末残高の状況�

8 (年度)9 10 11 12 13 14

120（億円）�

100

80

60

40

20

0

市
債
発
行
額�

元
金
償
還
額�

（億円）800

750

700

650

600

550

0

市
債
年
度
末
残
高�

※11年度の市債発行額には、繰上償還に伴う借換債を含む�

市債発行額、元金償還額、市債残高の推移（一般会計）�

709
738

750 743 729
699 681

709
738

750 743 729
699 681

（億円）�

70
59 52

111

86

71 56
70

59 52

111

86

71 56

38 41 38

41
47

79

36
38 41 38

41
47

79

36

58

28 28 28

グラフ2 グラフ1

平
成
14
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
決

算
（
見
込
み
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
一
般
会
計
を
中
心
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決
算
の
内
容
は
こ
れ
か
ら
監
査
委
員
の
審
査
を
経
て
、
市
議
会

で
認
定
を
受
け
ま
す
。

市
税
や
地
方
交
付
税
が
減
少

市
有
地
売
却
等
で
歳
入
確
保

徹
底
し
た
経
費
の
節
減
と

効
率
的
な
予
算
執
行

将
来
に
備
え
基
金
に
積
み
立
て

市
債
の
発
行
を
引
き
続
き
抑
制

会 計 名 �

一 般 会 計 �

国民健康保険事業�

と 畜 場 事 業 �

下 水 道 事 業 �

ス キ ー 場 事 業 �

駐 車 場 事 業 �

老 人 保 健 事 業 �

介 護 保 険 事 業 �

合 計 �

水 道 事 業 会 計 �

収 益 的 収 支 �

資 本 的 収 支 �

借 入 先 �

簡易生命保険積立金�

郵 便 貯 金 資 金 �

財 政 融 資 資 金 �

公営企業金融公庫�

民間金融機関等�

歳 入 �

6,980,103�

1,099,818�

43,787�

937,413�

29,758�

12,851�

1,535,970�

937,510�

11,577,210

歳 出 �

6,759,619�

1,094,921�

43,787�

936,910�

29,758�

12,851�

1,534,376�

920,351�

11,332,573

差 引

220,484�

4,897�

0�

503�

0�

0�

1,594�

17,159�

244,637

収 入 �

462,387�

109,860

支 出 �

411,176�

283,678

差 引

51,211�

△173,818

借 入 額 �

36,880�

6,110�

360,820�

141,050�

107,338

使 い み ち �

道路整備、公園整備ほか�

道路整備ほか�

臨時財政対策債、下水道整備ほか�

上下水道、道路整備ほか�

ｅ-ネットシティ、学校整備ほか�

特

別

会

計

�

会計別決算額（見込み）�

平成14年度の市債の借入状況（全会計）�

（単位：万円）�

（単位：万円）�

※市債は返済が長期にわたります。道路や学校などの整備費の一部を市債でまかな
うことで、将来その施設を利用する市民にも経費を負担してもらうことができます。�

273億1881万円（39.1％）�

110億9477万円（15.9％）�

89億1726万円（12.8％）�

39億7298万円  （5.7％）�

39億9250万円  （5.7％）�

37億8327万円  （5.4％）�

29億4241万円  （4.2％）�

77億7903万円（11.2％）�

歳入総額　698億103万円�歳入総額　698億103万円�

■市税�

　市民税、固定資産税など�

■諸収入�

　市が中小企業等に融資した貸付金の元�

　利償還金など�

■地方交付税�

　一定の行政水準を確保するための国か�

　らの交付金�

■繰越金�

　前年度からの繰越金�

■国庫支出金・県支出金�

　特定の事業に充てるための国や県から�

　の負担金・補助金・委託金�

■市債�

　市が施設の整備等に充てる長期借入金�

■その他�

　地方消費税交付金、分担金及び負担金、�

　財産収入など�

市　　　税�

諸　収　入�

地方交付税�

繰　越　金�

市　　　債�
県　支　出　金�
そ　の　他�

国庫支出金�

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

一
般
会
計



長岡を知ろうキャ
ンペーンにご参加
くだされ！�
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第
四
回
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
長

岡
歴
史
会
談
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
い
ま
に
生
き
る
米
百
俵
と
教
育
」

で
す
。
い
よ
い
よ
「
米
百
俵
の
精

神
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

幕
末
・
維
新
期
の
教
育
は
、
地

方
色
が
豊
か
で
あ
る
と
同
時
に
、

江
戸
時
代
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
人

び
と
の
力
が
解
放
さ
れ
、
新
し
い

時
代
を
つ
く
り
上
げ
る
推
進
力
と

な
り
ま
し
た
。

「
会
談
」
で
は
、
会
津
若
松
市

や
鶴
岡
市
、
鹿
児
島
市
で
の
教
育

の
特
色
と
長
岡
の
「
米
百
俵
の
精

神
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
や
、
歴

史
研
究
者
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式

で
比
較
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
「
米
百
俵
の

精
神
」
は
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ど
ん
な

教
育
論
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
白
熱
し
た
議
論
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
会
談
」
に
は
、
戊
辰
戦
争
の

際
、
東
軍
と
西
軍
に
分
か
れ
て
戦

っ
た
関
係
市
長
が
出
席
し
ま
す
。

今
回
は
時
代
を
超
え
た
、
人
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

米
百
俵
の
精
神
を

徹
底
的
に
考
え
ま
す

第
４
回
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
長
岡
歴
史
会
談
を
開
催

い
ま
に
生
き
る

米
百
俵
と
教
育

長
岡
を
知
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
長
岡
地
域
独
特
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
な
ど
に
目

を
向
け
、
そ
の
価
値
を
再
発
見
し
、
長
岡
の
ま
ち
に
愛

着
や
誇
り
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
進
め
て
い
る
も
の

で
す
。

こ
の
夏
も
、
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
長
岡
歴
史
会
談
、

「
心
の
ふ
る
さ
と
城
下
町
長
岡
の
文
人
展
」、
特
別
展

「
医
家
長
谷
川
家
と
近
世
長
岡
の
教
育
」、
な
が
お
か

の
ま
ち
再
発
見
ツ
ア
ー
と
、
例
年
に
も
増
し
て
一
段
と

長
岡
の
歴
史
・
文
化
が
熱
く
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
知
ら
な
か
っ
た
長
岡

を
再
発
見
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日時＝８月３日豸午前10時～午後３時40分
会場＝ホテルニューオータニ長岡ＮＣホール
入場料＝無料（昼食を希望する人は弁当代

1,000円必要。申し込み時に予約して
ください）

定員＝350人（先着順）
内容＝①市長シンポジウム（テーマ・教育

を活かしたまちづくり）…午前10時
10分～11時40分
会津若松市長・菅家一郎さん、鶴岡
市長・富塚陽一さん、鹿児島市長・
赤崎義則さん、森民夫長岡市長、コ
ーディネーター・渡辺千雅さん（タ
ウン情報紙編集長）
②歴史研究者シンポジウム（テーマ
・藩校の教育と米百俵）…午後０時
30分～２時
麗澤大学教授・小林虎三郎研究家・
松本健一さん、会津武家屋敷館長・
高木厚保さん、鶴岡致道博物館長・
酒井忠久さん、鹿児島尚古集成館長
・田村省三さん、コーディネーター

・稲川明雄中央
図書館長
③講演会「松陰
と虎三郎の時代」
…午後２時10分
～３時30分
講師…萩市長・
野村興兒さん

【申し込み方法】
７月10日貅～18日貊に、はがき、蕁32・　
0658、 FAX32・0664、Ｅメールｌｉｂ＠ｎｓｃｓ-
ｎｅｔ. ｎｅ.ｊｐで〒940－0041学校町１の２の
２中央図書館内歴史シンポジウム長岡歴
史会談運営実行委員会へ（住所、氏名、
電話番号、弁当注文の有無を記入。市内
図書館のカウンターにある申し込み用紙
でも可）

▲野村興兒さん

江戸時代、城下町長岡で活躍した絵師片山翠
すい

谷
こく

や飯島文
ぶん

常
じょう

、辰巳教
らの描いた画や、昨年度、市内の今井喜美雄さんから寄贈を受けた牧野

忠
ただ

精
きよ

（第九代長岡藩主）、河井継之助
（長岡藩の藩政改革）、小林虎三郎（国
漢学校開校）、三島億二郎（戊辰戦争
後の長岡の復興に尽力）らの未発表・
未公開の書画など約100点を展示します。
入場は無料です。みなさんぜひ、お
越しください。
日時＝７月25日貊～８月13日貉（７月　

28日豺・31日貅、８月４日豺・
11日豺は休館）の午前10時～午
後６時

会場＝中央図書館２階美術センター
問い合わせ＝中央図書館蕁32・0658

祗�

展示解説（直接会場へどうぞ）
①一般向け…７月26日貍・27日豸、８月
９日貍・10日豸の午後２時から（１時間
程度）②探検むかしの長岡（親子向け）
…８月１日貊・８日貊の午前10時から、
午後２時から（各30分程度）

▲「蔵王大祭屋台行列図」（飯島文常
画・部分・蒼柴神社所蔵）

▲「雨龍（部分）」牧野忠精画
雨龍（あまりょう）は想像上の動
物。竜の一種で、めでたい前兆をも
たらし、好運を呼ぶといわれました。

江戸時代末から大正時代にかけ長岡で活躍した、医家長谷川家３代ゆ
かりの医療器具や書籍類など約1,600点の資料を展示します。
長岡ゆかりの私塾「菁

せい

莪
が

学舎」や青柳剛
ごう

斎
さい

、小林虎三郎、高橋翠
すい

村
そん

ら
漢学者とのかかわりなど、長岡らしい個性的な教育環境に焦点をあて、
歴史をつくった先人への理解・関心を深めます。
特別展示は通常の入館料（大人300円、高校生・障害のある人・介助

者200円、小中学生150円）でご覧いた
だけます。
期間＝７月25日貊～９月15日豢（月曜　

日休館、９月15日除く）
会場＝郷土史料館（悠久山公園内）
問い合わせ＝科学博物館蕁32・0546

展示解説（直接会場へどうぞ）
８月２日貍・３日豸、９月６日貍・14
日豸・15日豢の午後２時～３時（申込不
要）。

▲『続国史略』巻之二
近代医学界の重鎮である長谷川泰、
入沢達吉も出身という私塾の菁莪学
舎の印が見られます。

特別展

「医家長谷川家と
近世長岡の教育」

心のふるさと
城下町長岡の文人展

第4回歴史シンポジウム長岡歴史会談

いまに生きる
米百俵と教育

問い合わせ＝中央図書館内歴史シンポジウム長岡歴史会談運営実行委員会1３２・０６５８

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
ツ
ア
ー

の
参
加
者
を
募
集
中
で
ご
ざ
る
！�

（
詳
細
は
20
ペ
ー
ジ
参
照
）�

長岡を知ろうキャンペーンにご参加くだされ！

●当日、お手伝いしてくれるボラ
ンティアを募集します
対象＝高校生以上

きょう ぎ
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直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
雨
天
・

曇
天
の
場
合
は
中
止
）。

日
時
＝
７
月
25
日
貊
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー

日
時
＝
７
月
29
日
貂
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
　
会
場
＝
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小
学

生
　
申
し
込
み
＝
７
月
20
日
豸

ま
で

日
時
＝
８
月
17
日
豸
、
９
月
７

日
豸
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
　
対
象
＝
小
学
４
年
生
〜
高

15 14

校
生
ま
た
は
そ
の
親
子
　
会
場

＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
定

員
＝
15
人
（
先
着
）

材
料
費

＝
粘
土
１
㎏
４
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
８
月
１
日
貊
〜
10
日
豸

夏
休
み
に
一
芸
を
覚
え
て
、

友
だ
ち
と
楽
し
も
う
。

時
間
＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
＝
７
月
15
日
貂
必
着

で
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番

号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒
９

４
０
―
０
０
３
３
今
朝
白
１
の

１
の
１
長
岡
市
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
へ
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
７
月
下
旬
に
通
知
）

着
衣
泳
と
は
、
服
を
着
た
ま

ま
お
ぼ
れ
た
と
き
に
、
自
分
の

身
を
守
る
方
法
で
す
。

日
時
＝
８
月
31
日
豸
午
後
２
時

30
分
〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー

ル
　
対
象
＝
小
学
生
以
上
ま
た

は
そ
の
親
子
　
定
員
＝
60
人

参
加
料
＝
小
中
学
生
１
５
０
円
、

大
人
３
５
０
円
（
う
ち
保
険
料

50
円
、
会
員
券
の
あ
る
人
は
保

険
料
50
円
の
み
）

申
し
込
み

＝
７
月
20
日
豸
必
着
で
、
往
復

は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
着
衣

泳
教
室
」、
住
所
、
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
靴

の
サ
イ
ズ
（
靴
は
主
催
者
で
用

意
）
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

〒
９
４
０
―
０
０
３
３
今
朝
白

１
の
１
の
１
長
岡
市
青
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
し
、
８
月
上
旬
に
通
知
）

貝
の
化
石
の
採
取
か
ら
標
本

の
つ
く
り
方
ま
で
を
実
習
し
ま

す
。

〔
採
取
〕

日
時
＝
７
月
20
日
豸
午
前
９
時

45
分
〜
正
午
（
雨
天
の
と
き
は

７
月
21
日
豢
へ
延
期
）

採
取

地
＝
妙
見
町
　
集
合
＝
妙
見
堰

広
場
駐
車
場
（
越
の
大
橋
東
詰
）

持
ち
物
＝
か
な
づ
ち
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
新
聞
紙
、
筆

記
用
具
、
雨
具

〔
標
本
づ
く
り
〕

日
時
＝
①
７
月
26
日
貍
②
８
月

10
日
豸
③
８
月
16
日
貍
の
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
①
〜

③
の
う
ち
１
回
参
加
）

会
場

＝
中
央
公
民
館
工
作
室
　
持
ち

物
＝
採
取
し
た
化
石
、
使
い
古

し
の
タ
オ
ル
ま
た
は
ぞ
う
き
ん
、

筆
記
用
具
、
昼
食

◇
　
　
　
◇

対
象
＝
小
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
（
保
護
者
同
伴
で
）

定
員

＝
60
人
（
標
本
づ
く
り
は
各
回

20
人
、
先
着
）

参
加
料
＝
各

50
円
　
申
し
込
み
＝
７
月
10
日

貅
〜
17
日
貅

妙
見
町
に
分
布
す
る
２
０
０

〜
２
５
０
万
年
ほ
ど
前
の
地
層

を
観
察
し
、
貝
の
化
石
を
採
取

し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
20
日
豸
午
後
１
時

15
分
〜
４
時
（
雨
天
の
と
き
は

７
月
21
日
豢
へ
延
期
）

採
取

地
＝
妙
見
町
　
集
合
＝
妙
見
堰

広
場
駐
車
場
（
越
の
大
橋
東
詰
）

対
象
＝
高
校
生
以
上
　
参
加
料

＝
50
円
　
持
ち
物
＝
か
な
づ
ち
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
新
聞

紙
、
筆
記
用
具
、
雨
具
　
申
し

込
み
＝
７
月
17
日
貅
ま
で

日
時
＝
７
月
26
日
貍
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分
　
観
察

地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

集
合
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
Ａ

原
稿
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
５
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
）
ま
で
に
〒
９
４
０
―
８
５
０
１

長
岡
市
秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
、

持
参
、
FAX
39
・
２
２
７
２
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ルinf-prd@

city.nagaoka.
niigata.jp

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
こ
と

や
市
政
だ
よ
り
の
全
世
帯
配
布
に
一

定
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

開
催
日
や
申
し
込
み
期
限
が
発
行
月

の
初
旬
の
も
の
は
、
掲
載
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

秘
書
広
報
課
1
39
・
２
２
０
２

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
12
日
貍
午
後
７
時
〜
８

時
50
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

け
さ
じ
ろ
　
内
容
＝
朗
読
「
60
歳
の

ラ
ブ
レ
タ
ー
」
、
語
り
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
「
花
咲
き
山
」
ほ
か
　
講
師

＝
瓜
生
喬
さ
ん
　
参
加
料
＝
１
、
０

０
０
円

長
岡
双
樹
の
会
・
松
井

さ
ん
1
０
２
５
６
・
97
・
３
９
０
５

☆
一
日
体
験
入
学

日
時
＝
７
月
20
日
豸
午
前
10
時
か
ら

内
容
＝
各
専
門
コ
ー
ス
ご
と
の
体
験

授
業
、
個
別
相
談
、
作
品
展
示
な
ど

☆
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

日
時
＝
８
月
23
日
貍
午
前
10
時
か
ら

内
容
＝
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
紹
介
、

入
試
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
　

長
岡
造
形
大
学
入
試
事
務
室

1
21
・
３
３
３
１

日
時
＝
７
月
27
日
豸
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
信
濃
川
　
集
合
＝
信
濃
川

河
川
公
園
入
口
（
長
生
橋
西
詰

下
流
側
）

対
象
＝
小
学
生
〜

一
般
　
参
加
料
＝
50
円
　
持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、
双
眼

鏡
　
申
し
込
み
＝
７
月
24
日
貅

ま
で

日
時
＝
７
月
29
日
貂
午
後
１
時

〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

工
作
室
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一

般
　
定
員
＝
40
人
　
参
加
料
＝

１
０
０
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用

具
　
申
し
込
み
＝
７
月
27
日
豸

ま
でか

つ
て
石
材
と
し
て
利
用
し

た
釜
沢
石
を
運
ん
だ
石
工
の
道

を
探
訪
し
、
釜
沢
石
で
で
き
た

石
仏
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
29
日
貂
午
前
９
時

〜
正
午
　
観
察
地
＝
釜
沢
町
、

村
松
町
　
集
合
＝
村
松
町
の
本

覚
寺
前
　
対
象
＝
小
学
生
（
保

護
者
同
伴
で
）
〜
一
般
　
参
加

料
＝
50
円
　
持
ち
物
＝
帽
子
、

水
筒
、
筆
記
用
具
　
申
し
込
み

＝
７
月
27
日
豸
ま
で

南
極
氷
の
観
察
、
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
ダ
ス
ト
づ
く
り
、
模
擬
雪

崩
体
験
な
ど
８
種
類
ほ
ど
の
実

験
・
観
察
を
行
い
ま
す
。
時
間

内
で
繰
り
返
し
実
施
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
２
日
貍
午
前
10
時

〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
５
時

会
場
＝
科
学
博
物
館
展
示
室

日
時
＝
８
月
７
日
貅
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
小
国
和

紙
生
産
組
合
（
刈
羽
郡
小
国
町
）

集
合
＝
午
前
８
時
50
分
ま
で
に

科
学
博
物
館
前
　
対
象
＝
小
中

学
生
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
６
０
０
円
　
持
ち
物

＝
筆
記
用
具
、
昼
食
、
水
筒

申
し
込
み
＝
７
月
10
日
貅
〜
８

月
５
日
貂

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
仕
方
を
、
ゲ
ー
ム
を
交
え

な
が
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

日
時
＝
７
月
15
日
〜
12
月
16
日

の
毎
月
第
３
火
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
８
時
30
分
（
計
６
回
）

会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講

習
室
　
会
費
＝
３
、５
０
０
円

（
初
回
に
）

申
し
込
み
＝
随

時
受
け
付
け

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
広
報

誌
「
ぷ
ら
っ
と
た
よ
り
」
の
編

集
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
等

を
一
緒
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
毎
週
月
曜
日
の
午
後
７

時
〜
９
時
（
活
動
日
の
追
加
あ

り
）

会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
音
楽
室
、
協
議
会
室
　
会

費
＝
無
料
（
た
だ
し
、
利
用
者

協
議
会
に
未
加
入
の
人
は
、
利

用
者
協
議
会
費
年
間
８
０
０
円

が
必
要
）

申
し
込
み
＝
随
時

受
け
付
け

日
時
＝
８
月
23
日
貍
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
北
地
域

図
書
館
東
側
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

内
（
新
保
町
）

講
師
＝
市
政

だ
よ
り
「
園
芸
教
室
」
担
当
・

小
林
正
夫
さ
ん
　
定
員
＝
30
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、
０

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
７
月
23

日
貉
〜
８
月
15
日
貊

駐
車
場
　
対
象
＝
小
学
生
以
上

と
保
護
者
　
参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
採
集
用
具
、
筆
記
用

具
、
昼
食
　
申
し
込
み
＝
７
月

24
日
貅
ま
で

日
時
＝
７
月
27
日
豸
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

工
作
室
　
対
象
＝
小
学
生
以
上

と
保
護
者
　
申
し
込
み
＝
７
月

24
日
貅
ま
で

日
時
＝
７
月
27
日
豸
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
　
観
察
地
＝
東
山

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
　
集
合
＝

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐
車
場

対
象
＝
小
中
学
生
と
保
護
者

参
加
料
＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆

記
用
具
、
昼
食
、
水
筒
　
申
し

込
み
＝
７
月
24
日
貅
ま
で

黒
曜
石
や
滑
石
で
矢
じ
り
や

ま
が
玉
を
つ
く
り
、
縄
文
時
代

の
技
術
や
文
化
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
７
月
27
日
豸
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
藤
橋
歴

史
の
広
場
（
ふ
じ
は
し
歴
史
館

前
）

対
象
＝
小
学
生
以
上

（
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
で
）

参
加
料
＝
５
０
０

円
　
持
ち
物
＝
軍
手
、
使
い
古

し
の
タ
オ
ル
ま
た
は
ぞ
う
き
ん
、

昼
食
、
水
筒
　
申
し
込
み
＝
７

月
24
日
貅
ま
で

子
育
て
し
て
い
て
日
ご
ろ
思
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
気
軽
に
お
し
ゃ
べ

り
し
ま
せ
ん
か
。
親
子
で
の
参
加
も

Ｏ
Ｋ
で
す
。

日
時
＝
７
月
14
日
豺
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
　
会
場
＝
大
島
公
民
館
　
テ

ー
マ
＝
男
の
子
育
て
、
女
の
子
育
て

三
尺
玉
ネ
ッ
ト
・
高
橋
さ
ん
1
39

・
３
２
２
０

日
時
＝
７
月
21
日
豢
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
（
正
午
か
ら
茶
席
あ
り
）

会
場
＝
長
岡
商
工
会
議
所
２
階
大
ホ

ー
ル
　
講
師
＝
茶
の
湯
研
究
家
・
鈴

木
皓
詞
さ
ん
　
定
員
＝
２
５
０
人

料
金
＝
２
、０
０
０
円
（
当
日
５
０
０

円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
越
乃
雪

本
舗
大
和
屋
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
紺
、
長

岡
美
術
、
割
烹
日
榮
、
安
達
表
具
店
、

市
役
所
売
店
　

長
岡
文
化
創
造
の

会
・
今
千
春
さ
ん
1
46
・
６
８
３
８

当
日
は
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
（
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
〜
大
学
）。

日
時
＝
７
月
26
日
貍
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
　
内
容
＝
大
学
紹
介
、

進
路
等
各
相
談
・
質
問
コ
ー
ナ
ー
、

研
究
室
見
学
な
ど
　

長
岡
技
術
科

学
大
学
入
学
試
験
係
1
47
・
９
２
７

１日
時
＝
７
月
27
日
豸
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
内
容
＝
魚
類
の
解
剖
、
タ

ッ
チ
プ
ー
ル
、
魚
の
飼
い
方
の
相
談

な
ど
　
会
場
・

内
水
面
水
産
試
験

場
（
大
川
原
町
）
1
22
・
２
１
０
１

青少年文化センター夏休みの利用案内
期　　間＝７月25日貊～８月31日豸（月曜日は休館）
利用時間＝①温水プール…午前10時～午後５時

（８月31日豸は午後２時まで）
②プラネタリウム…午前11時、午後１時30分・３時20分
③科学コーナー…午前９時30分～午後５時
問い合わせ　青少年文化センター1３４・１３０５

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

●
星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

１●
夏
休
み
親
子
昆
虫

標
本
づ
く
り
教
室
（
無
料
）

４

●
花
と
緑
の
教
室
「
秋
ま
き
草

花
の
種
ま
き
と
育
て
方
」

●
夏
休
み
将
棋
大
会
（
無
料
）

２●
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

３

●
夏
休
み
「
一
芸
教
室
」

４教
室
名�

期
　
間�

教
材
費�

対
象�

定
員�

マジック�

小学３年生以上�

折り紙�籐工芸�

８
／
５
c�

12�
c�

19�
c�

26�
c�

（
計
４
回
）�

８
／
８
f�

22�
f�

（
計
２
回
）�

８
／
23�
g�

24�
a�

（
計
２
回
）�

小学２年生以上�小学３年生以上�

50人�20人�20人�

1,200円�1,000円�1,000円�

とう�●
親
子
着
衣
泳
教
室

５

科
学
博
物
館
†
32
・
0
5
4
6

FAX
36
・
7
6
9
1

kahaku@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●
夏
の
親
子
化
石
教
室

１

●
夏
休
み
親
子
昆
虫
観
察
会

３

●
夏
休
み
親
子
植
物
観
察
会

５●
夏
休
み
縄
文
時
代
の

石
器
を
つ
く
る
会

６

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

７●
夏
休
み
植
物
工
作
教
室

「
葉
脈
標
本
づ
く
り
」

８●
「
石
工
の
道
」
探
訪
会

９

●
和
紙
づ
く
り
体
験
講
座

11
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
32
・
4
4
2
9

FAX
37
・
5
6
6
1

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま
せ
ん
か

１

▲糸と塩で氷をつり
上げる実験

●
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
に

入
り
ま
せ
ん
か

２
公
園
緑
地
課†

39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

■
語
り
を
楽
し
む
会

■
長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
三
尺
玉
ネ
ッ

ト
「
し
ゃ
べ
り
場
」（
無
料
）

■
長
岡
造
形
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
無
料
）

■
文
化
講
演
会

「
茶
の
湯
か
ら
の
発
信
」

■
長
岡
技
術
科
学
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
無
料
）

■
新
潟
県
内
水
面
水
産
試
験
場

一
般
公
開
（
無
料
）

昆虫おもしろ教室（無料）
直接会場へどうぞ。

日　時＝８月３日豸午前10時～正午
会　場＝中央公民館401教室
対　象＝小学生以上
持ち物＝筆記用具

問い合わせ　科学博物館1３２・０５４６

ジ
ュ
ニ
ア
･
リ
ー
ダ
ー

夏
の
つ
ど
い

こ
の
夏
、
自
然
の
中
で
友
だ

ち
づ
く
り
と
思
い
出
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
８
月
23
日
貍
〜
25
日
豺

（
２
泊
３
日
）

会
場
＝
国
立

妙
高
少
年
自
然
の
家
　
内
容
＝

野
外
炊
飯
、
野
外
あ
そ
び
、
セ

レ
モ
ニ
ー
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

対
象
＝
小
学
６
年
生
　
定
員
＝

１
５
０
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
７
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

７
月
24
日
貅
〜
31
日
貅
に
各
子

ど
も
会
へ

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
育
成
課

蕁
32
・
０
５
８
１

●
野
外
博
物
館

地
質
コ
ー
ス

２

●
雪
と
氷
の

お
も
し
ろ
実
験
（
無
料
）

10
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

日
時
＝
８
月
６
日
貉
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
王

寺
川
特
栽
米
生
産
協
議
会
の
田

ん
ぼ
　
集
合
＝
午
前
９
時
ま
で

に
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
前

（
会
場
へ
は
市
の
バ
ス
で
移
動
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

申
し

込
み
＝
７
月
10
日
貅
〜
25
日
貊

ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
や
野
菜

の
収
穫
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
23
日
貍
〜
24
日
豸

（
１
泊
２
日
）

会
場
＝
ふ
る

さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象
＝
市
内
の
小
学
４
〜
６
年

生
　
定
員
＝
10
組
20
人
（
友
だ

ち
な
ど
２
人
１
組
で
）

参
加

料
＝
１
人
３
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
７
月
31
日
貅
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
に
「
農
業
・
農
村
体
験

希
望
」
、
参
加
児
童
２
人
の
学

校
名
、
学
年
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
電
話
番
号
、

保
護
者
名
を
記
入
し
、
〒
９
４

０
―
８
５
５
０
今
朝
白
２
の
７

の
25
Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
組
織

福
祉
課
1
35
・
１
３
０
４
へ

（
多
数
の
場
合
抽
選
）

日
時
＝
７
月
25
日
貊
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文

庫
　
内
容
＝
山
田
詠
美
著
「
熱

帯
安
楽
椅
子
」
　
問
い
合
わ
せ

＝
互
尊
文
庫
1
35
・
７
９
８
１

日
時
と
内
容
＝
①
７
月
19
日
貍

午
後
２
時
〜
４
時
…
「
わ
れ
ら

の
歪
ん
だ
英
雄
」
（
’92
年
韓
国
）

②
７
月
25
日
貊
午
後
２
時
〜
３

時
…
「
イ
ワ
ン
と
仔
馬
」
（
ア

ニ
メ
映
画
　
ソ
連
）
③
８
月
５

日
貂
午
後
２
時
〜
３
時
20
分
…

「
エ
ベ
レ
ス
ト
征
服
」
（
’53
年

イ
ギ
リ
ス
）
④
８
月
７
日
貅
午

後
２
時
〜
３
時
25
分
…
「
王
と

鳥
」
（
ア
ニ
メ
映
画
　
フ
ラ
ン

ス
）

会
場
＝
中
央
図
書
館
講

堂
　
定
員
＝
各
１
９
０
人
（
先

着
）夏

休
み
に
、
図
書
館
の
窓
口

業
務
や
本
の
返
却
、
書
架
の
整

理
等
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
７
月
25
日
貊
〜
８
月
30

日
貍

時
間
＝
①
午
前
９
時
〜

正
午
②
午
後
２
時
〜
５
時
③
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
　
場
所
＝

中
央
図
書
館
、
各
地
域
図
書
館

内
容
＝
図
書
館
業
務
全
般

対

象
＝
中
学
生
以
上
（
半
日
を
１

単
位
と
し
て
、
ほ
ぼ
連
続
し
て

６
単
位
以
上
参
加
で
き
る
人
）

定
員
（
１
日
当
た
り
）
＝
中
央

図
書
館
…
午
前
・
午
後
各
10
人

程
度
、
各
地
域
図
書
館
…
午
前

・
午
後
各
５
人
程
度
（
先
着
）

説
明
会
＝
７
月
20
日
豸
午
後
２

時
か
ら
中
央
図
書
館
講
堂
で

申
し
込
み
＝
７
月
13
日
豸
ま
で

に
各
図
書
館
に
あ
る
所
定
の
申

込
書
を
希
望
す
る
図
書
館
へ

①
親
と
子
の

理
科
工
作
教
室

期
日
と
内
容
＝
①
７
月
27
日
豸

…
「
炭
電
池
を
作
っ
て
科
学
し

よ
う
」
②
８
月
10
日
豸
…
「
プ

リ
ン
せ
っ
け
ん
を
作
っ
て
み
よ

う
！
」
③
８
月
17
日
豸
…
「
ウ

ル
ト
ラ
・
ウ
ィ
ン
ド
（
空
気
泡

を
作
っ
て
実
験
）
」
④
８
月
24

日
豸
…
「
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で

ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
つ
く
ろ
う
」

時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午
　
会

場
＝
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

日
時
＝
７
月
26
日
貍
午
前
９
時

〜
正
午
　
会
場
＝
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
　
定
員
＝

20
組
（
先
着
）

材
料
費
＝
５

０
０
円
　
持
ち
物
＝
の
こ
ぎ
り
、

か
な
づ
ち
　
申
し
込
み
＝
７
月

10
日
貅
〜
17
日
貅

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
12
日
貍
午
前
９
時

〜
11
時
　
会
場
＝
長
岡
東
山
ふ

る
さ
と
体
験
農
園
（
鉢
伏
町
）

内
容
＝
秋
野
菜
の
植
え
付
け
と

管
理
、
夏
野
菜
の
病
害
虫
診
断

（
病
害
、
虫
害
な
ど
の
サ
ン
プ

ル
が
あ
っ
た
ら
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）

安
全
で
お
い
し
い
米
づ
く
り

に
つ
い
て
「
長
岡
市
産
特
別
栽

培
農
産
物
認
証
検
査
」
の
模
擬

体
験
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

長
岡
逸
品
ふ
ぁ
ん
倶
楽
部
の
ガ
イ

ド
で
「
長
岡
逸
品
」
の
参
加
店
を
ま

わ
っ
て
、
ま
ち
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日
と
コ
ー
ス
＝
①
７
月
26
日
貍

「
長
岡
名
物
花
火
コ
ー
ス（
喫
茶
付
）」

…
花
火
や
長
岡
に
ち
な
ん
だ
グ
ッ
ズ
、

お
土
産
を
紹
介
②
７
月
29
日
貂
「
長

岡
お
い
し
い
も
の
コ
ー
ス（
昼
食
付
）」

…
お
土
産
、
お
も
て
な
し
に
お
す
す

め
の
お
い
し
い
も
の
を
紹
介

時
間

＝
①
午
後
３
時
〜
５
時
②
午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
　
定
員
＝
各
コ
ー

ス
８
人
（
抽
選
）

参
加
料
＝
①
８

０
０
円
②
１
、０
０
０
円

７
月
10

日
貅
〜
18
日
貊
に
長
岡
市
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
1
32
・
７
０
０
２
へ

日
時
＝
７
月
27
日
豸
午
前
10
時
〜
11

時
45
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

け
さ
じ
ろ
　
講
師
＝
岡
田
敬
子
さ
ん

（
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

保
健
師
）

参
加
料
＝
５
０
０
円

加
茂
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
会
1
・
FAX

０
２
５
６
・
53
・
４
７
１
９

日
時
＝
７
月
27
日
豸
午
後
１
時
〜
４

時
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）
　
会
場

＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

＝
県
内
産
フ
ル
ー
ツ
の
知
識
や
デ
ザ

ー
ト
レ
シ
ピ
紹
介
、
試
食
、
即
売
会

な
ど
　
定
員
＝
１
５
０
人

７
月

14
日
豺
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信

タ
ー
　
講
師
＝
長
岡
工
業
高
等

専
門
学
校
助
教
授
・
佐
藤
秀
一

さ
ん
ほ
か
　
定
員
＝
30
人
（
キ

ー
入
力
の
で
き
る
人
）

受
講

料
＝
６
、０
０
０
円
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
１
、８
９
０
円
が
必
要
）

申
し
込
み
＝
８
月
８
日
貊
必
着

で
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
術
」
希
望
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返

信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳
原
町
２
の
１
長
岡

市
中
央
公
民
館
へ
（
は
が
き
１

枚
に
つ
き
１
人
。
多
数
の
場
合

抽
選
）

③
入
門
！
デ
ジ
タ
ル
画
像

加
工
術

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
キ
ャ

ナ
ー
で
取
り
込
ん
だ
写
真
を
加

工
し
た
り
、
文
字
や
絵
を
書
き

加
え
た
り
し
て
、
素
敵
な
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
や
写
真
入
り
う
ち
わ

な
ど
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
８
月
25
日
豺
〜
29
日
貊

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場
＝
長
岡
工
業
高
等
専
門
学

校
総
合
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
長
岡
工
業
高
等
専
門
学

校
教
授
・
山
崎
誠
さ
ん
ほ
か

定
員
＝
30
人
　
受
講
料
＝
４
、

５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
８
月

11
日
豺
必
着
で
、
往
復
は
が
き

の
往
信
の
裏
に
「
入
門
！
デ
ジ

タ
ル
画
像
加
工
術
」
希
望
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返

信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳
原
町
２
の
１
長
岡

市
中
央
公
民
館
へ
（
は
が
き
１

枚
に
つ
き
１
人
。
多
数
の
場
合

抽
選
）

学
校
な
ど
で
教
師
や
指
導
者

の
手
助
け
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
講

座
で
す
。

期
日
＝
８
月
６
日
貉
〜
平
成
16

年
２
月
20
日
貊
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
月
１
回
程
度
計
７
回
）

会
場
＝
主
に
中
央
公
民
館
（
県

立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
市
外
で
の
講
座
あ
り
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

受
講

料
＝
５
、０
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
７
月
10
日
貅
か
ら

地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
長
岡
工
業
高
等
専
門
学

校
教
授
・
有
本
匡
男
さ
ん
ほ
か

定
員
＝
各
回
親
子
20
組
（
先
着
）

受
講
料
＝
１
組
１
回
５
０
０
円

（
別
途
材
料
費
各
回
１
セ
ッ
ト

５
０
０
円
程
度
必
要
）

申
し

込
み
＝
７
月
10
日
貅
か
ら

②
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
術

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
タ
グ
、
ス
タ
イ

ル
シ
ー
ト
、
画
像
の
取
り
扱
い

な
ど
の
知
識
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
８
月
22
日
貊
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
、
23
日
貍
・

30
日
貍
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
と
午
後
０
時
30
分
〜
２
時

30
分
　
会
場
＝
長
岡
工
業
高
等

専
門
学
校
総
合
情
報
処
理
セ
ン

の
裏
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
〒
９
５
０
―
１
１

９
３
新
潟
市
山
田
Ｊ
Ａ
全
農
に
い
が

た
「
に
い
が
た
産
フ
ル
ー
ツ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
係
1
０
２
５
・
２
３
２
・

１
５
８
０
へ
（
は
が
き
１
枚
に
つ
き

３
人
ま
で
。
多
数
の
場
合
抽
選
）

①
講
座
「
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
の

世
界
を
見
よ
う
」（
無
料
）

日
時
＝
７
月
30
日
貉
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
定
員
＝
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
20
組
、
中
学
生
20
人
（
先
着
）

７
月
22
日
貂
ま
で

②
中
学
生
の
た
め
の
公
開
講
座

「
化
学
と
生
物
の
世
界
」

日
時
＝
８
月
５
日
貂
・
６
日
貉
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
　
定
員
＝
20
人

（
先
着
）

受
講
料
＝
３
、１
０
０
円
　

７
月
25
日
貊
ま
で

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・

枝
豆
の
収
穫
体
験

花
火
見
物
の

お
供
に
、
自
分

で
収
穫
し
た
朝

採
り
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
や
枝
豆

は
い
か
が
で
す

か
。

日
時
＝
７
月
31
日
貅
午
前
６

時
〜
７
時
　
会
場
＝
ゆ
め
農

園
（
長
岡
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ

ン
タ
ー
隣
り
）

定
員
＝
20

人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
金
＝
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
１

本
１
０
０
円
、
枝
豆
一
束
５

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
７
月

22
日
貂
ま
で
に
農
林
政
策
課

1
39
・
２
２
２
４
へ

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
中
心
商
店
街

ゆ
う
・
遊
ま
ち
め
ぐ
り

■
講
演
会

「
目
標
の
あ
る
子
育
て

〜
適
切
な
信
念
を
育
て
る
〜
」

■
フ
ル
ー
ツ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
に
い
が
た
産
フ
ル
ー
ツ
に
こ
だ

わ
り
ま
し
た
」（
無
料
）

■
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
1
34
・

９
３
１
２
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
林
振
興
課†

39
・
2
2
2
3

中
央
図
書
館
†
32
・
0
6
5
8

lib@
nscs-net.ne.jp

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

†
34
・
5
3
6
0

農
林
政
策
課†

39
・
2
2
2
4

中
央
公
民
館
†
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

生
涯
学
習
課†

32
・
5
1
1
0

●
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

１

●
親
子
木
工
教
室

●
小
学
生
夏
休
み

農
業
・
農
村
体
験
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

２

●
秋
野
菜
の
栽
培
管
理

講
習
会
（
無
料
）

●
現
代
版
米
百
俵
物
語

〜
市
民
参
加
の
米
づ
く
り

「
米
コ
メ
講
座
（
第
３
回
）」

（
無
料
）

１

●
●
参
加
無
料
。
直
接
会
場

へ
ど
う
ぞ
。

１
２

●
な
が
お
か
市
民
大
学

講
座
案
内

●
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

●
映
画
会

２●
夏
休
み
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

３

広報紙編集ボランティア募集
ながおか市民大学広報紙「Ｎａｋｅｓ（ねいく

す）」を来年２月に発行するため、ながおか市民
大学講座の取材等をしながら、編集作業をしてみ
ませんか。
編集期間＝７月下旬～平成16年３月

申し込み　中央公民館1３２・０４３７

初心者パソコン講習8月受講生募集

&長岡市芸術文化振興財団ガイド 1２９・７７１５

■小山裕幾フルート・リサイタル
第56回全日本学生音楽コンクール「フルート部
門・高校の部」で第１位に輝いた小山裕幾さんの
演奏会。
日時＝８月23日貍午後７時から　会場＝リリック
ホール・コンサートホール　料金（全席自由）＝
500円　チケット＝発売中

■市立劇場開館30周年記念事業
ポール・モーリアグランド・オーケストラ
日時＝11月20日貅午後７時から　会場＝市立劇場
料金（全席指定）＝6 ,800円　チケット発売＝７
月７日豺から　青少年招待＝20人（対象は、小学
４年生～高校生。申し込みは、10月20日豺必着で、
多数の場合抽選。詳しくはお問い合わせください）

■近藤信子のわらべうたであそばんか～
〔親子編〕〔こども編〕受講生募集
（市民企画公募型事業）

〔親子編（２～４歳児の親子）〕
日時＝Ａコース…８月６日貉、10月13日豢、Ｂコ
ース…10月26日豸、11月９日豸の各コース午前11
時～45分　定員＝各コース親子30組（先着）
〔こども編（５歳児以上）〕
日時＝Ｃコース…８月６日貉、10月13日豢、Ｄコ
ース…10月26日豸、11月９日豸の各コース午後１
時～２時　定員＝各コース30人（先着）

◇　　　　　　　　◇

会場＝リリックホール・第１スタジオ 受講料＝
1 ,000円（各コース全２回分） 申し込み＝７月
15日貂午前９時から電話で受け付け

①ワープロちょっと上講座（４回コース）
ワープロはじめて講座を終了した人を対象とし
たワープロソフトの実用的な操作を学びます。

②表計算入門講座（４回コース）
初心者を対象とした表計算ソフトを利用した表
作成講座で、Ｅｘｃｅｌの基本的な操作を学びます。

③わくわく！インターネット講座（４回コース）
電子メールをもう少し上手に使いこなしたい人
のための講座です。

会　場＝各講座とも中央公民館406教室
受講料＝各講座2 ,000円（テキスト代別）
申し込み＝７月16日貉（消印有効）までに、往復
はがきの往信の裏に希望のコースＮｏ.、住所、氏
名、年齢、電話番号を、返信の表に郵便番号、住
所、氏名を記入し、〒940－0072柳原町２の１長
岡市中央公民館へ（多数の場合抽選）

問い合わせ　中央公民館1３２・０４３７

№�

X15

期　　　日�

８/18b、19c、20d、21e

時　　間�

9:30～12:00

定員�

20人�

№�

E14

期　　　日�

８/４b、５c、６d、７e

時　　間�

9:30～12:00

定員�

20人�

№�

M16

期　　　日�

８/25b、26c、27d、28e

時　　間�

9:30～12:00

定員�

20人�

▲第１回米コメ講座（５月18日・
鉢伏町）
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
赤
道
を

取
り
巻
く
エ
メ
ラ
ル
ド
の
首
飾

り
と
称
さ
れ
る
国
で
す
。
１
万

数
千
も
の
島
々
と
３
、０
０
０
以

上
の
民
族
と
言
語
が
あ
る
「
多

様
性
の
中
の
統
一
」
を
紹
介
。

期
間
＝
７
月
６
日
豸
〜
19
日
貍

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
舞
踊
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
楽

し
い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
12
日
貍
午
前
11
時

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
「
地
球
広
場
」

７
月
の
テ
ー
マ
は
「
女
は
土

俵
に
あ
が
ら
な
い
!?
」
で
す
。

優
勝
力
士
を
自
ら
表
彰
し
た
い

と
い
う
女
性
知
事
に
相
撲
協
会

は
「
Ｎ
Ｏ
」
と
回
答
。
女
性
が

「
土
俵
に
あ
が
れ
な
い
」
こ
と

っ
て
、
ま
だ
私
た
ち
の
身
近
に

も
あ
り
そ
う
。
女
性
の
人
権
、

性
差
別
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
＝
７
月
８
日
貂
・
22
日
貂

午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
ウ

ィ
ル
な
が
お
か
　
申
し
込
み
＝

電
話
で
受
付
中

南
極
調
査
隊
員
は
ほ
と
ん
ど

が
男
性
。
そ
の
中
で
、
隊
員
と

し
て
参
加
し
た
女
性
が
市
内
に

い
ま
す
。
女
性
か
ら
見
た
南
極

で
の
極
限
の
生
活
を
パ
ネ
ル
で

紹
介
し
ま
す
。

期
間
＝
７
月
29
日
貂
〜
８
月
31

日
豸

会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お

か
前
フ
ロ
ア

日
時
＝
７
月
23
日
貉
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
ウ
ィ
ル

な
が
お
か
会
議
室
（
２
階
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

講
師

＝
長
岡
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
・
五
島
保
夫
さ
ん
　
申

し
込
み
＝
７
月
10
日
貅
か
ら

イ
ベ
ン
ト
（
交
流
会
な
ど
）

開
催
時
は
、
利
用
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

好
評
に
つ
き
第
２
弾
。
お
父

さ
ん
の
子
育
て
体
験
談
を
紹
介

し
て
も
ら
い
ま
す
。

ご
夫
婦
で
ど
う
ぞ
。
保
育
あ

り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
12
日
貍
午
前
11
時

〜
正
午
　
申
し
込
み
＝
７
月
10

日
貅
ま
で

期
間
＝
７
月
９
日
貉
〜
14
日
豺

期
間
＝
７
月
16
日
貉
〜
21
日
豢

期
間
＝
７
月
23
日
貉
〜
28
日
豺

期
間
＝
７
月
30
日
貉
〜
８
月
７

日
貅相

談
は
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

日
時
＝
７
月
23
日
貉
、
８
月
６

日
貉
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
市
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
1
47
・
２

２
０
８
、
FAX
47
・
２
２
０
６

最
新
の
研
究
内
容
や
い
も
ち
病
に

強
い
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
を
紹
介
。

日
時
＝
７
月
29
日
貂
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
　
内
容
＝
ほ
場
案
内
、
ミ
ニ

講
演
会
、
パ
ネ
ル
展
示
、
実
演
体
験

会
場
・

県
農
業
総
合
研
究
所
（
長

倉
町
）
・
鈴
木
さ
ん
1
35
・
０
０
４

７
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
31
日
貅
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
平
和
の
森
公
園
（
本

町
３
、
駐
車
場
な
し
。
雨
天
の
場
合

は
中
島
小
学
校
体
育
館
）

☆
絵
灯
ろ
う
の
作
品
募
集
（
無
料
）

「
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
会

場
周
辺
に
展
示
す
る
絵
灯
ろ
う
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

材
料
＝
絵
の
具
、
墨
、
ポ
ス
タ
ー
カ

ラ
ー
な
ど
自
由
（
用
紙
の
用
意
あ
り
）

募
集
数
＝
１
０
０
基

７
月
14
日

豺
ま
で
に
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
・
河
上
さ
ん
1
33
・
３
１

９
９
へ

日
時
＝
８
月
10
日
豸
午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
東
泉
閣
（
柏
町
２
）

参
加

料
＝
１
、０
０
０
円
　
宿
題
（
各
題
２

句
）
＝
目
く
じ
ら
、
そ
わ
そ
わ
、
コ

ッ
プ
、
気
ま
ま
、
花
火
　
席
題
＝
当

日
　
欠
席
投
句
＝
７
月
31
日
貅
ま
で

に
雅
号
、
ふ
り
が
な
を
記
入
し
、
投

句
料
５
０
０
円
（
切
手
可
）
を
添
え

て
、
〒
９
４
０
―
２
０
４
２
宮
本
町

３
甲
２
４
３
３
相
田
柳
峰
さ
ん
1
46

・
５
９
９
９
へ

日
時
＝
７
月
16
日
貉
・
23
日
貉

・
30
日
貉
、
８
月
６
日
貉
の
午

前
11
時
か
ら
（
15
分
程
度
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分ち

び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育

士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

期
間
＝
７
月
７
日
豺
午
後
２
時

〜
12
日
貍
午
後
３
時
　
会
場
＝

地
階
イ
ベ
ン
ト
広
場

期
間
＝
７
月
15
日
貂
〜
21
日
豢

会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー

期
間
＝
７
月
20
日
豸
〜
８
月
３

日
豸
（
最
終
日
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

日
時
＝
７
月
21
日
豢
午
後
４
時

〜
５
時
30
分
　
会
場
＝
地
階
イ

ベ
ン
ト
広
場

期
間
＝
７
月
29
日
貂
〜
８
月
７

日
貅
（
最
終
日
午
後
７
時
ま
で
）

会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー

使
い
か
け
の
絵
の
具
、
小
さ

く
な
っ
た
ク
レ
ヨ
ン
や
色
鉛
筆
、

学
校
を
卒
業
し
て
い
ら
な
く
な
っ

た
画
材
セ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

市
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
人

に
無
料
で
貸
し
出
し
し
ま
す
。

回
収
箱
設
置
場
所
＝
１
階
市
民

セ
ン
タ
ー
事
務
室
・
ま
ち
の
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
２
階
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
、
４
階
ち
び
っ
こ
広

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
で
ち
ょ
っ
と

ひ
と
休
み
。
保
育
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
17
日
貅
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
　
定
員
＝
25
人

（
先
着
）

持
ち
物
＝
テ
ィ
ー

カ
ッ
プ
　
申
し
込
み
＝
７
月
７

日
豺
〜
14
日
豺

身
近
な
道
具
を
使
っ
て
、
科

学
の
楽
し
さ
や
不
思
議
を
体
験

し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
８
日
貊
午
後
１
時

〜
２
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
１

〜
３
年
生
と
保
護
者
　
定
員
＝

20
組
（
先
着
）

申
し
込
み
＝

７
月
10
日
貅
〜
８
月
６
日
貉

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
を
行
い
ま
す
。

場
　
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
セ
ン

タ
ー
事
務
室
1
39
・
２
７
６
３

利
用
対
象
＝
公
益
的
で
自
発
的

な
営
利
を
目
的
と
し
な
い
活
動

を
行
う
団
体
等
　
利
用
料
＝
無

料
　
利
用
時
間
＝
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
９
時
30
分
、
土
・
日
・

祝
日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30

分
（
後
片
付
け
を
含
む
）

利

用
を
お
断
り
す
る
も
の
＝
①
営

業
・
販
売
行
為
②
政
治
・
宗
教

活
動
③
そ
の
他
公
序
良
俗
に
反

す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
　
申

し
込
み
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

1
39
・
２
７
３
６

◇
無
料
公
開
日

国
土
交
通
デ
ー
に
ち
な
み
、

入
園
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

（
駐
車
料
金
は
有
料
）。

期
日
＝
７
月
20
日
豸

◇
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
ご
案
内

７
月
20
日
豸
〜
８
月
８
日
貊

は
午
後
７
時
ま
で
開
園
し
ま
す
。

◇
７
月
の
休
園
日

７
日
豺
・
14
日
豺

な
お
、
７
月
20
日
豸
〜
８
月

31
日
豸
は
無
休
で
す
。

公
園
の
旬
を
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長
が
案
内
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
12
日
貍
午
前
10
時

〜
正
午
　
集
合
＝
花
と
緑
の
館

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

デ
ィ
ス
ク
の
投
げ
方
や
ル
ー

ル
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。

日
時
＝
７
月
13
日
豸
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
銀
河
の

丘
周
辺

公
園
内
で
採
れ
た
無
農
薬
ハ

ー
ブ
で
午
後
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
13
日
豸
午
後
２
時

〜
４
時
　
参
加
料
＝
２
０
０
円

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

公
園
内
で
収
穫
し
た
ラ
ベ
ン

ダ
ー
な
ど
の
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の

ハ
ー
ブ
や
ミ
ニ
キ
ャ
ン
ド
ル
を

あ
し
ら
っ
た
小
さ
な
夏
色
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
で
す
。

日
時
＝
７
月
27
日
豸
午
後
２
時

〜
３
時
　
参
加
料
＝
２
０
０
円

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

国
営
越
後
丘
陵
公
園
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
†
４７
・
8
0
0
1

■
お
知
ら
せ

■
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室

■
サ
タ
デ
ー
ガ
イ
ド

「
夏
の
生
物
」

■
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
キ
ャ
ン
ド
ル

の
ブ
ル
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
　
1
３９
・
2
7
6
3

時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
各
展
示
の
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）

1
３９
・
２
７
４
６

FAX
３９
・
２
７
４
７

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

障
害
者
プ
ラ
ザ
（
１
階
）

1
３９
・
２
７
５
１

●
身
体
障
害
者
相
談
コ
ー
ナ
ー

●
親
子
ふ
れ
あ
い
実
験
教
室

３●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム

４

●
相
談
窓
口

５

●
会
議
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

２

●
シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス
展

４

●
「
私
の
見
た
信
濃
川
」
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

２●
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
こ
こ
ろ
」

パ
ネ
ル
展

３

●
越
路
町
岩
田
鯉
の
ぼ
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

５

●
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
タ
イ

ル
ラ
イ
ブ

４

●
原
爆
展
（
写
真
と
峠
三
吉
の

詩
の
展
示
）

１

●
弥
彦
山
写
真
展

「
や
ひ
こ
山
一
年
の
詩
」

１●
ジ
・
ア
ー
ト
・
オ
ブ
・

ハ
ー
ド
・
ロ
ッ
ク
（
絵
画
展
）

２

●
交
流
サ
ロ
ン

「
ウ
ィ
ル
で
お
し
ゃ
べ
り
！
」

１

●
く
ら
し
の
講
座
〜
旅
行
シ
ー

ズ
ン
に
備
え
て
〜

「
楽
し
く
旅
行
す
る
方
法
」

●
子
育
て
講
座

「
お
父
さ
ん
の
子
育
て
話
を

聞
い
て
み
よ
う
Ⅱ
」

１

●
押
し
花
、
グ
ラ
ス
リ
ッ
ツ
ェ

ン
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

作
品
展

３

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ウ
ィ
ー
ク

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
＆
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
オ

ン
・
ア
ー
ス
」

☆
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

期
日�

担
当�

内
　
　
容�

７／17�
e

24�
e

８／７�
e

お
母
さ
ん
の
悩
み

聞
き
ま
す
　
　
　�

家
庭
内
で
の
困
り

ご
と
　
　
　
　
　�

先
輩
マ
マ�

主
任
児
童

委
員
　
　�

家
庭
児
童

相
談
員
　�

子
育
て
　
　
　
　�

面
積�

定
員�

施
　
設
　
名�

２
０
１
会
議
室�

２
０
２
会
議
室�

２
０
３
会
議
室�

２
０
４
会
議
室�

３
０
２
会
議
室�

３
０
３
会
議
室�

72
㎡�

90
㎡�

60
㎡�

46
㎡�

46
㎡�

44
㎡�

36
人�

48
人�

30
人�

18
人�

24
人�

24
人�

そ
の
他
の
催
し

お
知
ら
せ

■
フ
レ
ッ
シ
ュ

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

コ
ー
ナ
ー

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
県
農
業
総
合
研
究
所
・
作
物
研
究

セ
ン
タ
ー
案
内
デ
ー
（
無
料
）

■
市
民
川
柳
大
会

■
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

長岡まつり協議会†39・2221からのお知らせ
～8月2日･3日長岡まつり大花火大会のご案内～
◇シャトルバスを運行します

花火大会当日は、国営越後丘陵公園の臨時駐車場から
西長岡はなみずき団地内（花火大会会場まで徒歩10分）
までシャトルバスを運行します。臨時駐車場の利用料金
は１台 1 ,000円です。シャトルバス運行のため大島・希
望が丘・日越地区の一部で交通規制を行います。

◇自転車でお出かけの人へ～駐輪場のご案内～
大手大橋東詰め北側空き地（信濃２）と太子公園（日

赤町３）と緑町児童遊園（緑町１）に自転車駐輪場を設
置します。ぜひ、ご利用ください。

◇早朝清掃にご協力を
花火大会のごみ処理は、大会の翌日に実施します。近

隣町内のみなさんには、朝早くからご迷惑をおかけしま
すが、ご協力をお願いします。

雪国植物園†46・0030
☆子ども・夏休み昆虫採集ＯＫの日
期　　日＝７月26日～８月31日の土・日曜日

開園時間＝午前９時～午後５時
（入園は午後４時30分まで）

入 園 料＝大人300円、子ども200円

●
「
画
材
バ
ン
ク
」を

設
置
し
ま
し
た

〜
あ
な
た
の
家
で

眠
っ
て
い
る
画
材

は
あ
り
ま
せ
ん
か
〜

１

▲メキシコウィークメイン
イベントで（６月15日・地
球広場）

●
”南
極
“に
行
っ
て
き
た
よ
！

〜
あ
る
女
性
隊
員
の

観
測
日
記
〜

２

●
子
育
て
講
座

マ
マ
の
た
め
の

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

２

☆
山
古
志
村
が
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
こ
こ
ろ
」
に
登
場
！

放
映
日
時
＝
７
月
21
日
豢
〜

26
日
貍
午
前
８
時
15
分
〜
30

分
、
午
後
０
時
45
分
〜
１
時
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

項
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
８

５
０
１
長
岡
市
秘
書
広
報
課
広

報
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
し
、

８
月
12
日
貂
ま
で
に
連
絡
し
ま

す
。
ツ
ア
ー
の
前
に
団
体
・
グ

ル
ー
プ
の
代
表
者
と
事
前
の
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
）

日
時
＝
７
月
30
日
貉
午
後
７
時

〜
９
時
　
会
場
＝
長
岡
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
悠
久
の
間
　
内
容
＝

姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
、

友
好
都
市
ト
リ
ア
ー
市
か
ら
の

訪
問
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
ほ
か

会
費
＝
【
賛
助
会
員
】
…
大
人

３
、０
０
０
円
、
中
学
・
高
校
生

１
、０
０
０
円
、
【
一
般
】
…
大

人
４
、０
０
０
円
、
中
学
・
高
校

生
２
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

７
月
25
日
貊
ま
で
に
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
「
地
球
広
場
」
内
譛

長
岡
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

蕁
39
・
２
７
１
４
、
FAX
39
・
２

７
１
５
、
Ｅ
メ
ー
ルkouryu-c

@
city.nagaoka.niigata.jp

へ

※
譛
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
は
、

賛
助
会
員
の
み
な
さ
ん
の
支
援

に
よ
り
、
姉
妹
都
市
と
の
交
流

な
ど
、
多
く
の
国
際
交
流
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
会
で
は
、
賛
助
会
員
登
録

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

（
個
人
年
会
費
は
大
人
２
、０
０

０
円
、
学
生
１
、０
０
０
円
で
す
）。

各
種
目
と
も
に
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
弓
道
大
会
〉

日
時
＝
７
月
27
日
豸
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
弓

道
場
　
参
加
料
＝
５
０
０
円

〈
駅
伝
競
走
大
会
〉

日
時
＝
７
月
31
日
貅
午
後
５
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
営
陸
上

競
技
場
　
参
加
料
＝
１
チ
ー
ム

２
、０
０
０
円

〈
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
〉

日
時
＝
８
月
10
日
豸
午
前
８
時

50
分
か
ら
　
会
場
＝
河
川
公
園

特
設
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
　
参
加

料
＝
１
チ
ー
ム
３
、０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局
・
鈴
木

与
一
さ
ん
蕁
37
・
５
９
２
８

〈
相
撲
大
会
〉

日
時
＝
８
月
11
日
豺
午
後
０
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
悠
久
山
相

撲
場
　
参
加
料
＝
無
料

〈
社
会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
観
覧
〉

日
時
＝
７
月
18
日
貊
〜
20
日
豸

午
後
６
時
20
分
か
ら
（
20
日
は

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ

ん
が
巡
り
た
い
コ
ー
ス
（
長
岡

の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
探
訪
す

る
も
の
）
を
企
画
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
コ
ー
ス
に
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
と
ガ
イ
ド
を
用
意
し
ま
す

（
悠
久
山

や
中
心
市

街
地
な
ど

を
巡
る
バ

ス
を
使
わ

な
い
企
画

も
Ｏ
Ｋ
）。

期
間
＝
９
月
〜
11
月
（
平
日
、

休
日
問
わ
ず
。
休
日
の
場
合
、

市
施
設
が
見
学
で
き
な
い
場
合

あ
り
。
ま
た
、
バ
ス
の
手
配
の

関
係
で
実
施
日
の
変
更
を
お
願

い
す
る
場
合
あ
り
）

回
数
＝

５
回
（
25
人
乗
り
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
使
用
）

対
象
＝
市
内
に

居
住
ま
た
は
勤
務
、
通
学
す
る

15
〜
25
人
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

申
し
込
み
＝
８
月
８
日
貊
ま
で

に
市
役
所
１
階
市
民
情
報
ラ
ウ

ン
ジ
、
４
階
秘
書
広
報
課
広
報

係
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
科
学

博
物
館
、
郷
土
史
料
館
、
各
図

書
館
、
各
地
区
公
民
館
に
設
置

の
応
募
用
紙
（
長
岡
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
に
必
要
事

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
１
日
貊
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂
　
講
話
＝
五
十
嵐
栄
作
さ
ん
、

小
林
セ
ツ
さ
ん
　

長
岡
・
憲
法
を

く
ら
し
に
生
か
す
市
民
の
会
・
那
須

さ
ん
蕁
32
・
３
６
３
８

期
日
＝
８
月
８
日
貊
〜
10
日
豸
（
２

泊
３
日
）

場
所
＝
お
ぐ
に
森
林
公

園
　
対
象
＝
小
学
３
年
生
〜
中
学
３

年
生
（
小
学
１
・
２
年
生
で
も
兄
姉

が
参
加
の
場
合
は
応
相
談
）

定
員

＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
８
、

０
０
０
円
（
事
前
説
明
会
時
に
）

事
前
説
明
会
＝
７
月
27
日
豸
午
前
10

時
〜
正
午
に
中
央
公
民
館
で

７

月
10
日
貅
〜
27
日
豸
に
長
岡
キ
ャ
ン

プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
・
須
藤
伸
彦

さ
ん
蕁
・
FAX
39
・
６
９
６
１
へ

日
時
＝
８
月
10
日
豸
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー

ル
　
対
象
＝
小
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
　
定
員
＝
１
、５
０
０
人

７
月

７
日
豺
〜
18
日
貊
に
最
寄
り
の
長
岡

信
用
金
庫
に
置
い
て
あ
る
特
別
鑑
賞

券
申
込
書
に
記
入
し
、
窓
口
へ
（
入

場
券
と
引
き
換
え
）

長
岡
信
用

金
庫
業
務
部
蕁
37
・
５
４
３
４

日
時
＝
８
月
28
日
貅
〜
９
月
30
日
貂

日
時
＝
７
月
20
日
豸
①
小
学
生

…
午
前
９
時
か
ら
②
そ
の
他
…

正
午
か
ら
　
会
場
＝
北
部
体
育

館
　
種
目
＝
男
子
の
部
・
女
子

の
部
…
一
般
と
高
校
生
、
混
合

の
部
…
小
学
５
年
生
以
上
と
小

学
４
年
生
以
下
、
公
民
館
卓
球

教
室
の
部
…
男
子
65
歳
以
上
、

男
子
64
歳
以
下
、
女
子
フ
リ
ー

試
合
形
式
＝
各
シ
ン
グ
ル
、
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
　
参
加
料
＝
一

般
７
０
０
円
、
高
校
生
５
０
０

円
、
小
学
生
３
５
０
円
、
公
民

館
卓
球
教
室
５
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
７
月
11
日
貊
ま
で
に
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
市
民
体
育
館
FAX
34

・
２
８
０
８
へ

※
中
学
生
の
部
も
あ
り
ま
す
。

期
日
＝
８
月
３
日
〜
24
日
の
毎

週
日
曜
日
　
コ
ー
ス
と
時
間
＝

①
ジ
ュ
ニ
ア
体
験
…
午
前
９
時

30
分
〜
10
時
30
分
②
ジ
ュ
ニ
ア

（
経
験
者
）
…
午
前
11
時
〜
正

午
　
対
象
＝
小
学
生
〜
高
校
生

定
員
＝
各
10
人
（
先
着
）

参

加
料
＝
１
、０
０
０
円
（
ボ
ー
ル

代
、
入
場
料
含
む
）

指
導
者

＝
Ｎ
Ｇ
Ｆ
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
・
村
田
武
則
さ
ん
　
会

場
・
申
し
込
み
＝
オ
ー
エ
ム
ゴ

ル
フ
セ
ン
タ
ー
蕁
24
・
２
１
３

１
へ
７
月
10
日
貅
か
ら

日
時
＝
８
月
５
日
貂
・
８
日
貊

・
12
日
貂
・
19
日
貂
・
22
日
貊

の
午
後
７
時
〜
９
時
（
計
５
回
）

会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

定
員
＝
45
人
（
抽
選
）

参
加

料
＝
４
、０
０
０
円

申
し
込
み

＝
７
月
21
日
豢
ま
で
に
往
復
は

が
き
の
往
信
の
裏
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
経
験
年
数
を

記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０
０
９

７
山
田
１
の
４
の
14
棚
橋
義
孝

さ
ん
蕁
32
・
０
６
９
２
へ
（
午

後
８
時
以
降
）

日
時
＝
８
月
５
日
〜
26
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分

会
場
＝
南
部
体
育
館

グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア
　
定
員
＝
20

人
（
先
着
）

参
加
料
＝
２
、５

０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込

み
＝
７
月
10
日
貅
か
ら
南
部
体

育
館
蕁
39
・
３
６
０
０
へ

日
時
＝
８
月
26
日
〜
10
月
11
日

の
火
・
木
・
土
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
（
10
月
13
日
豢
の

市
民
体
育
祭
を
含
め
計
21
回
）

会
場
＝
市
民
体
育
館
弓
道
場

対
象
と
定
員
（
先
着
）
＝
①
親

子
弓
道
教
室
…
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
５
組
程
度
②
初
心
者
弓

道
教
室
…
18
歳
以
上
20
人
　
参

加
料
＝
①
１
組
７
、０
０
０
円
②

５
、０
０
０
円
　
説
明
会
＝
８
月

25
日
豺
午
後
７
時
か
ら
市
民
体

育
館
弓
道
場
　
申
し
込
み
＝
７

月
10
日
貅
〜
８
月
24
日
豸
に
武

樋
さ
ん
蕁
０
９
０
・
８
９
４
４

・
１
６
９
２
ヘ

市
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
で
は
、
よ
り
効
果
的
で

安
全
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
、

体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
結
果

に
基
づ
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
。
会
員
は
、
結
果
を
も
と
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
診
断
に
よ
る

目
的
別
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
火
・
木
曜
日
の
①

午
前
10
時
か
ら
②
午
後
７
時
か

ら
　
対
象
＝
中
学
生
以
上
　
定

員
＝
各
４
人
（
先
着
）

申
し

込
み
＝
希
望
日
の
２
日
前
ま
で

に
市
民
体
育
館
蕁
34
・
２
７
０

０
へ
（
要
施
設
使
用
料
）

午
前
９
時
20
分
か
ら
）

会
場

＝
南
部
体
育
館

〈
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
観
覧
〉

日
時
＝
７
月
26
日
貍
・
27
日
豸

午
前
９
時
か
ら
　
会
場
＝
河
川

公
園
サ
ッ
カ
ー
場
　
問
い
合
わ

せ
＝
長
岡
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・

柏
木
さ
ん
蕁
37
・
０
３
０
１

〈
柔
道
大
会
観
覧
〉

日
時
＝
８
月

10
日
豸
午
前

９
時
30
分
か

ら
　
会
場
＝

市
民
体
育
館

大
ア
リ
ー
ナ

〈
河
井
継
之
助
記
念
蒼
龍
旗
争

奪
剣
道
大
会
観
覧
〉

日
時
＝
８
月
17
日
豸
午
前
８
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
大
ア
リ
ー
ナ

午
後
７
時
〜
９
時
（
計
10
回
）

会

場
＝
長
岡
商
業
高
校
情
報
総
合
実
習

室
　
対
象
＝
市
内
在
住
の
社
会
人

定
員
＝
35
人
程
度
（
先
着
）

受
講

料
＝
２
、０
０
０
円

７
月
14
日
豺

〜
18
日
貊
に
長
岡
商
業
高
校
情
報
総

合
準
備
室
蕁
37
・
８
１
４
９
へ

長
岡
チ
ー
ム
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
19
日
貍
・
20
日
豸
午
前

９
時
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館

参
加
チ
ー
ム
＝
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
11
チ
ー
ム
と
地
元
長
岡
チ
ー
ム

Ｄ
Ｍ
Ｓ
・
Ｃ
Ｕ
Ｐ
実
行
委
員
会
・

木
澤
晃
さ
ん
蕁
35
・
５
９
１
５

日
時
＝
７
月
25
日
貊
・
28
日
豺
午
前

８
時
か
ら
　
受
付
＝
午
前
７
時
50
分

ま
で
　
会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

種
目
＝
25
日
…
小
学
生
・
高
校
２
年

生
、
28
日
…
中
学
生
・
高
校
１
年
生

の
各
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
　
参
加
料
＝

１
、０
０
０
円
（
当
日
に
）

所
定

の
用
紙
で
７
月
９
日
貉
ま
で
に
長
岡

市
テ
ニ
ス
協
会
・
石
原
さ
ん
蕁
・
FAX

29
・
１
４
８
９
へ

日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
　
会
場
＝
神
田
公
民
館
　
対
象
＝

小
学
生
以
上
　
会
費
＝
月
２
、０
０
０

円

内
山
さ
ん
蕁
33
・
８
５
５
１

日
時
＝
毎
週
日
曜
日
の
午
前
中
　
対

象
＝
18
歳
以
上
（
初
心
者
大
歓
迎
）

会
費
＝
月
１
、５
０
０
円

篠
田
さ

ん
蕁
０
９
０
・
９
３
７
２
・
４
７
９

７

●
な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
ツ

ア
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

（
無
料
）

●
国
際
交
流
の
つ
ど
い

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

†
34
・
2
7
0
0

と
加
盟
団
体
の
催
し

国
際
文
化
課†

39
・
2
2
0
7

秘
書
広
報
課†

39
・
2
2
0
2

●
初
心
者
ジ
ュ
ニ
ア

ゴ
ル
フ
教
室

３ ●
長
岡
ま
つ
り
協
賛
体
育
事
業

１

●
夏
季
市
民
卓
球
大
会

２

●
市
民
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）

４●
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

５

●
弓
道
教
室

６●
自
分
の
体
力
を
知
ろ
う

７

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
長
岡
空
襲
を
語
る

市
民
の
つ
ど
い
（
無
料
）

■
わ
ん
ぱ
く
共
和
国
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

■
ア
ニ
メ
映
画
「
ア
イ
ス
・
エ
イ
ジ
」

鑑
賞
会
（
無
料
）

■
サ
マ
ー
ジ
ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
大
会

■
東
日
本
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
（
無
料
）

■
長
岡
商
業
高
校

学
校
開
放
講
座
「
は
じ
め
よ
う
！

パ
ソ
コ
ン
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」

■
長
岡
か
ら
て
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■
野
球
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か

7月1日C～9月15日_

（希望が丘プールは9月7日Aまで）

悠久山プール・希望が丘プール営業時間のご案内

プール内では、潜水用具や直径
１メートル以上の浮き具、足入れ浮き輪など、他人の
迷惑となるものや危険なものは使用できません。
７月９日・10日、８月４日・８日・15日・27日は水

泳大会のため、悠久山プール（屋内温水プールも）の
一般開放は休みます。また、悠久山屋外プールのナイ
ター営業は、天候などにより、時間を変更することが
あります。
悠久山屋外プール�
期　間�
7/1～6　
8/1～3　
8/13～16�
8/28～9/15

午前９時
30分～午
後５時�

7/7～31�
8/5～12�
8/17～26

午前９時
30分～午
後８時30
分（ナイタ
ー営業）�

7/1～20�
8/1～3�
8/13～16�
8/21～9/7�

午前９時
30分～午
後８時30
分　ただ
し、8/1～
3・13～16
は午後５
時まで�

7/1～9/15

午前９時
30分～午
後５時�

7/21～31�
8/4～12�
8/17～20

午前９時
30分～午
後６時30
分�

時　間� 期　間� 時　間� 期　間� 時　間�
悠久山屋内温水プール� 希望が丘プール�

個　人�

大　人�

料金区分�

高齢者（65歳以上）�
障害者・介助者�
高校生�

１日（１回）�
400円�

300円�

150円�

団体（20人以上）�
２時間まで�
200円�

100円�

50円�

１時間超ごとに�
100円�

50円�

30円�中学生以下（３歳以下は無料）�

問い合わせ＝悠久山プール　†３５・６３６８
希望が丘プール†２８・１７７５

～長岡デザインフェア2003からのお知らせ～

まちの先生公開講座
「あなたにつたえたい～長岡戦禍」（無料）

■信濃川自然体験「信濃川自然遊園地」参加者募集（無料）
みんなで一緒に信濃川で遊びませんか。水遊びに舟遊び、
魚釣りやバーベキューなど、遊び方は自由です。着衣泳の
デモンストレーション、自然観察、歴史探訪、シーバルク
（巨大風船づくり）などの催しもあります。また、ゴムボ
ートを用意していますので、中州に渡ることもできます。
日時＝８月10日豸午前８時30分～午後７時ころ　会場＝長
生橋～長岡大橋付近の河川敷内（主会場は、大手大橋東詰
北側橋の下） 資料請求・申し込み＝７月25日貊までに国
際文化課内長岡デザインフェア2003実行委員会事務局蕁39
・2251へ
■家具デザイン募集
わが家だけの家具、あの人のための家具など、家具のデ
ザインを募集します。優秀な作品は、長岡木工家具協同組
合が実際に製作し、デザインした人に差し上げます。
資料請求・応募先＝長岡木工家具協同組合蕁32・1544へ
応募締め切り＝９月４日貅

日時＝７月29日貂午後１時30分～３時30分　会場＝中央
公民館401教室　内容＝長岡戦禍の様子～映写と語り～
講師＝小林亨さん　定員＝50人（先着） 申し込み＝７
月10日貅から生涯学習課蕁３２・５１１０へ

初心者ダイビング教室（無料）
日時＝７月21日豢・26日貍・27日豸

午前９時45分～11時
会場＝悠久山屋外ダイビングプール
対象＝小学３年生以上
申し込み　悠久山プール蕁３５・６３６８
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

に
電
話
で

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

７
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
15
年
３
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
14
年
９
月
生
ま
れ

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）

①
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人

な
ど
に
機
能
訓
練
室
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
器
具
の
利
用
や
軽

体
操
で
自
主
的
に
訓
練
が
で
き

ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
７

月
21
日
豢
は
休
み
）

②
運
動
指
導

運
動
指
導
員
に
よ
る
簡
単
な

体
力
チ
ェ
ッ
ク
や
運
動
指
導
を

行
い
ま
す
（
要
予
約
）。

日
時
＝
７
月
17
日
貅
・
８
月
７

日
貅
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
　
申
し
込
み
＝
健
康
課
へ

③
足
腰
健
康
相
談

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
寝
た
き
り
、
痴
呆
の
予

防
な
ど
に
つ
い
て
理
学
療
法
士
、

保
健
師
が
個
別
に
相
談
に
応
じ

ま
す
（
要
予
約
）。

日
時
＝
７
月
24
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
申
し
込
み

＝
健
康
課
へ

会
場
・
実
施
時
間
な
ど
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
時

期
で
す
。
次
の
点
に
注
意
し
、

家
庭
で
食
中
毒
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
「
清
潔
に
」
…
食
品
に
細
菌

が
つ
か
な
い
よ
う
、
手
洗
い
を

十
分
に
し
、
調
理
器
具
も
し
っ

か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
「
迅
速
に
」
…
食
品
に
細
菌

が
増
殖
し
な
い
よ
う
、
食
材
は

常
温
で
放
置
せ
ず
、
調
理
し
た

物
は
早
め
（
お
お
む
ね
２
時
間

以
内
）
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
「
加
熱
と
冷
却
（
温
度
管
理
）

を
」
…
食
品
を
冷
却
し
て
保
存

す
る
と
き
は
５
度
以
下
に
、
調

理
す
る
と
き
は

75
度
で
１
分
以

上
を
目
安
に
食

品
の
内
部
ま
で

十
分
熱
が
通
る

よ
う
加
熱
し
ま

し
ょ
う
。

省
エ
ネ
の
た
め
、
市
役
所
の

冷
房
は
28
度
の
設
定
で
す
。

職
員
は
９
月
末
日
ま
で
軽
装
、

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
執
務
し
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当
＝
人
事
課
蕁
39
・
２
２
０

１
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
高

齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
日
と
会
場
＝
火
曜
日
…
お
山

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
の
う
え
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

糖
尿
病
を
正
し
く
知
り
、
上

手
に
つ
き
あ
う
食
事
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
16
日
貉
①
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
10
分
②
２
時
10

分
〜
２
時
50
分
③
２
時
50
分
〜

３
時
30
分
　
定
員
＝
各
４
人（
先

着
）

対
象
＝
糖
尿
病
ま
た
は

境
界
型
糖
尿
病
の
人
と
そ
の
家

族
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
栄
養
士
に
よ
る
食
事
個

別
相
談
な
ど
　
持
ち
物
＝
健
康

手
帳
　
申
し
込
み
＝
前
日
ま
で

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
対
象
＝

女
性
（
年
齢
・
経
験
不
問
）

会
費

＝
月
１
、５
０
０
円

柏
ク
ラ
ブ
・

橘
さ
ん
蕁
35
・
４
６
２
６

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
15
日
貂
午
後
２
時
20
分

〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

講
師
＝
県
立
小
出
病
院
医
師
・
高
橋

邦
明
さ
ん

長
岡
健
康
福
祉
環
境

じ
こ
も
り
の
予
防
）
や
生
活
支

援
（
外
出
、
買
い
物
、
食
事
づ

く
り
な
ど
）
の
必
要
度
に
応
じ

て
、
介
護
保
険
以
外
の
高
齢
者

保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

や
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す（
費

用
は
無
料
で
、
販
売
は
一
切
行

っ
て
い
ま
せ
ん
）。

相
談
員
は
、
介
護
保
険
の
認

定
申
請
の
代
行
や
介
護
家
族
の

支
援
な
ど
の
相
談
、
不
安
や
心

配
ご
と
の
相
談
な
ど
に
も
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
蕁

39
・
２
２
４
５

花
火
に
よ
る
事
故
を
な
く
す

た
め
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
遊

び
ま
し
ょ
う
。

①
注
意
書
き
を
必
ず
読
む

②
広
い
場
所
で
水
の
入
っ
た
バ

ケ
ツ
を
用
意
し
、
後
片
付
け
を

き
ち
ん
と
す
る

③
風
の
強
い
時
は
し
な
い

④
人
や
家
に
向
け
て
し
な
い

⑤
燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所

で
し
な
い

⑥
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

⑦
花
火
を
ま
と
め
て
点
火
し
た

り
、
ほ
ぐ
し
た
り
し
な
い

⑧
途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
筒

の
中
を
の
ぞ
か

な
い

担
当
＝
消
防
本

部
予
防
課
蕁
35
・

２
１
９
０

の
家
、
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ

ー
、
水
曜
日
…
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
・
ふ
そ
き
、
木
曜

日
…
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ま
き
や

ま
・
け
さ
じ
ろ
（
月
・
金
曜
日

は
市
役
所
２
階
介
護
保
険
課
で

実
施
）

相
談
時
間
＝
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
　
問
い
合
わ
せ

＝
介
護
保
険
課
蕁
39
・
２
２
４

５
現
在
、
市
が
委
託
し
た
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

が
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

高
齢
者
世
帯
等
を
訪
問
し
て
い

ま
す
。
訪
問
時
に
は
、
介
護
予

防
（
転
倒
骨
折
、
脳
卒
中
、
痴

呆
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
や
閉

事
務
所
地
域
保
健
課
蕁
33
・
４
９
３

１日
時
＝
７
月
20
日
豸
午
前
９
時
〜
正

午
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
幼
児
〜
小
学
生
（
保
護
者
同

伴
で
）

７
月
14
日
豺
ま
で
に
、

は
が
き
に
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
、

在
籍
し
て
い
る
保
育
園
・
幼
稚
園
・

学
校
名
、
保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
相
談
希
望
時
間
、
相
談

内
容
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０
０

８
７
千
手
２
の
８
の
１
千
手
小
学
校

こ
と
ば
と
き
こ
え
の
教
室
内
長
岡
市

言
語
親
の
会
事
務
局
蕁
34
・
６
８
４

１
、
FAX
36
・
０
８
４
０
へ

日
時
＝
７
月
27
日
豸
午
後
１
時
45
分

〜
４
時
45
分
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
　
定
員
＝
４
５
０
人
（
先
着
）

内
容
と
講
師
＝
講
演
「
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
の
発
達
」
…
東
京
女
子
医
科
大
学

教
授
・
小
西
行
郎
さ
ん
、「
障
害
児
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
…
長
岡
療
育
園
長
・

小
西
徹
さ
ん
　
保
育
預
か
り
＝
20
人

程
度

７
月
25
日
貊
ま
で
に
、
は

が
き
に
氏
名
（
団
体
は
代
表
者
）、
住

所
、
電
話
番
号
、
職
業
、
参
加
人
数

を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
２
１
３
５

深
沢
町
２
２
７
８
の
８
長
岡
療
育
園
・

発
達
講
座
係
へ
送
付
の
う
え
、
当
日

直
接
会
場
へ

長
岡
療
育
園
・
小

坂
井
さ
ん
蕁
46
・
６
６
１
１

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
（
要
予
約
）。

日
時
＝
７
月
29
日
貂
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事

務
所
　
相
談
料
＝
無
料
　
相
談
員
＝

助
産
師

長
岡
健
康
福
祉
環
境
事

務
所
地
域
保
健
課
蕁
33
・
４
９
３
１

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後６時から４分間

ＦＭながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後５時15分～22分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」のお申し込みもこちらから
どうぞ。

月曜日・木曜日
火曜日・金曜日
水曜日・土曜日

診療科目
休 日 急 患 診 療 所

135・8255
FAX35・8266

内科（小児科）
外科

受　付　時　間

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
133・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

６日a・21日-

13日a・27日a

20日a

立 川 綜 合 病 院（133・3111）
長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）

長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）
立 川 綜 合 病 院（133・3111）

7月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用
ください。
a休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。

s夜間等の当番病院
①平日

②休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

健
康
課

†
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.niig

ata.jp

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

１

心の健康講演会「現代人のこころのトラブル
～こころに不安を感じていませんか～」（無料）
直接会場へどうぞ。

日時＝７月30日貉午後１時30分～３時30分
講師＝新潟県精神保健福祉センター所長・福島昇さん
会場＝中央図書館講堂　定員＝150人

問い合わせ　介護保険課蕁３９・２２４５

耳が不自由な人などを対象に
電子メールによる119番通報の受付を開始します

消防本部では、聴覚等に障害がある人を対象に、携
帯電話やパソコンの電子メールを使って救急や火災な
どの１１９番通報ができるシステムの運用を７月25日
貊正午から開始します。通報の仕方は次のとおりです。
○緊急通報用メールアドレス
nagaoka-119@smile.ocn.ne.jp
○メールに入力する内容
①災害の種別（救急、火災、救助）
②具体的な内容（頭が痛い、家が燃えている、など）
③発生場所（住所や目標物）
④署名（住所・氏名・年齢・性別）

また、対象者のうち希望する人には、長岡市周辺で
の地震や大規模災害等の災害情報を電子メールで提供
します（事前の利用登録が必要です）。

問い合わせ＝消防署指令室蕁３６・０１１９

近
ご
ろ
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
の
窓
口
な
ど
に
、
次
の
事
例

の
よ
う
な
相
談
・
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
、
こ
う
し
た
被
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
。

○
携
帯
電
話
で
無
料
の
出
会
い

系
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
ら
高
額

な
請
求
が
き
た
。

○
使
っ
た
覚
え
の
な
い
ツ
ー
シ

ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
利
用
の
請
求

メ
ー
ル
が
き
た
。

○
サ
ラ
金
、
ヤ
ミ
金
融
業
者
か

ら
不
当
な
請
求
を
受
け
た
。

○
全
く
身
に
覚
え
の
な
い
返
済

請
求
が
届
い
た
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
安
易
に

相
手
に
連
絡
を
と
っ
た
り
自
分

の
住
所
や
勤
務
先
な
ど
の
個
人

情
報
を
教
え
た
り
す
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
身
に
覚
え
の
な

い
請
求
は
無
視
し
、
絶
対
に
支

払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
が
委
嘱
し
た
「
母
子
保
健

推
進
員
」
と
「
食
生
活
改
善
推

進
委
員
」
が
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
や
育
児
支
援
の
た
め
に
地

域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
名

称
を
使
い
、
産
後
用
品
や
調
理

器
具
な
ど
を
訪
問
販
売
す
る
悪

質
な
業
者
が
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
委
託

販
売
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課
蕁
32
・

５
０
０
０

あ
た
か
も
水
道
局
と
関
係
が

あ
る
よ
う
に
装
い
、
①
依
頼
の

な
い
水
質
検
査
②
浄
水
器
の
販

売
③
水
道
管
の
サ
ビ
な
ど
の
洗

浄
④
蛇
口
の
交
換
と
い
っ
た
訪

問
販
売
を
行
う
悪
質
な
業
者
が

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
契
約
を
勧
め
ら
れ
、

高
額
な
代
金
を
請
求
さ
れ
る
ト

ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
、
個
別
訪
問
に

よ
る
器
具
等
の
販
売
は
一
切
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
不
審
な
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
水
道
局
工
務
課

蕁
36
・
４
４
３
１

期
日�

内
　
容�

担
　
　
当�

７／９�
d

23�
d

８／６�
d

心
の
健
康�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

栄
養
士�

保
健
師�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

栄
養
士�

保
健
師�

保
健
師�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

●
糖
尿
病
食
事
個
別
相
談
会

２

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

３●
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

の
機
能
訓
練
室
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
無
料
）

４

●
市
民
街
頭
献
血
（
全
血
献
血
）

５期
日�

会
　
場�

時
　
　
間�

８／３�
a

厚
生
会
館�

午
前
10
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

●
食
中
毒
に
ご
用
心
を
！

６

●
夏
季
の
軽
装
、
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
に
ご
理
解
を

●
老
人
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

出
張
相
談

●
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
が
訪
問
し
ま
す

●
ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
い
花
火
を

不
当
な
請
求
や
不
審
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！

母
子
保
健
推
進
員
な
ど
の
関
係

者
を
装
う
訪
問
販
売
を
受
け
た

水
道
局
の
関
係
者
を
装
う
訪
問

販
売
を
受
け
た

不
当
な
請
求
を
受
け
た

不
当
な
請
求
や
不
審
な
訪
問
販

売
は
、
消
費
生
活
相
談
蕁
32
・

０
０
２
２
へ
ご
相
談
を
！

商
品
の
品
質
や
サ
ー
ビ
ス
へ

の
疑
問
、
訪
問
販
売
や
通
信
販

売
、
電
話
勧
誘
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

相
談
日
＝
月
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
　
場
所

＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階
）

問
い
合
わ
せ
＝
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
蕁
32
・
０
０
２
２

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■
精
神
保
健
講
演
会
「
中
高
年
の

自
殺
予
防
に
つ
い
て
」（
無
料
）

■
子
ど
も
の
き
こ
え
や
こ
と
ば
の
　

悩
み
相
談
（
無
料
）

■
発
達
講
座
（
無
料
）

■
更
年
期
・
尿
失
禁
個
別
相
談
会
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日
時
＝
７
月
18
日
貊
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
商
工
会
議
所
２
階
大
ホ

ー
ル
　
テ
ー
マ
＝
労
働
基
準
法
・
労

働
者
派
遣
法
改
正
の
動
向
と
留
意
点

講
師
＝
社
会
保
険
労
務
士
・
園
部
喜

美
春
さ
ん
　
対
象
＝
勤
労
者
お
よ
び

事
業
主
　
定
員
＝
１
０
０
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

７
月
10
日
貅
〜

17
日
貅
に
長
岡
労
政
事
務
所
蕁
38
・

２
５
４
７
へ

25 24

が
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

出
せ
な
く
な
り
ま
す
。

回
収
方
法
は
、
郵
政
公
社
の

「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
を
利
用
し
て

の
戸
口
収
集
に
変
わ
る
予
定
で

す
。
料
金
な
ど
詳
細
が
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
業
務
課
蕁

24
・
２
８
３
７

今
年
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
水
田
の
航
空
防
除
が
行
わ
れ

ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、
散

布
中
の
区
域
に
入
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
自
動
車
な
ど
は
、
車

庫
に
入
れ
る
か
覆
い
を
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
18
日
貊
・
19
日
貍

と
８
月
１
日
貊
・
２
日
貍
（
天

候
不
良
等
に
よ
り
順
延
あ
り
）

実
施
区
域
＝
７
月
18
日
貊
・
８

月
１
日
貊
…
黒
条
・
山
本
・
新

組
・
富
曽
亀
・
深
沢
・
才
津
・

王
寺
川
・
関
原
・
宮
本
地
区
、

７
月
19
日
貍
・
８
月
２
日
貍
…

福
戸
・
下
川
西
地
区
　
時
間
＝

日
の
出
〜
お
お
む
ね
午
前
９
時

（
通
学
時
間
帯
の
７
時
30
分
か

ら
８
時
10
分
は
実
施
し
ま
せ
ん
）

近
隣
町
村
実
施
日
＝
刈
羽
村
…

７
月
18
日
貊
・
８
月
１
日
貊
、

三
島
町
…
７
月
19
日
貍
・
８
月

２
日
貍
、
与
板
町
…
７
月
21
日

豢
・
８
月
３
日
豸

問
い
合
わ

せ
＝
中
越
農
業
共
済
組
合
蕁
36

・
８
０
２
２
、
農
林
振
興
課
蕁

39
・
２
２
２
３
　

「
平
成
15
年
度
介
護
保
険
料

納
付
通
知
書
（
確
定
賦
課
）
」

を
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）
や
口
座
振
替
以
外
の
方

法
で
納
め
る
人
に
は
、
第
４
期

か
ら
第
６
期
ま
で
の
納
付
通
知

書
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
各
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
は
介
護
保
険

料
を
改
定
し
ま
し
た
。
特
別
徴

収
の
人
で
、
４
月
に
市
か
ら

「
仮
徴
収
」
の
通
知
を
受
け
た

人
は
、
10
月
の
保
険
料
か
ら
変

更
に
な
り
ま
す
（
詳
し
く
は
、

通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
蕁

39
・
２
２
４
５

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
児
童
（
児
童
に
障
害

が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
と

そ
の
保
護
者
が
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
医
療
費

を
助
成
し
ま
す
（
所
得
制
限
あ

り
）。

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童

②
両
親
が
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
と
そ
の
児
童

③
両
親
の
一
方
に
重
度
障
害
が

子
育
て
に
関
す
る
事
業
や
制

度
、
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口

や
施
設
の
状
況
な
ど
を
紹
介
し

た
「
子
育
て
ガ
イ
ド
（
改
訂
版
）」

を
発
行
し
ま
し
た
。

児
童
福
祉
課（
市
役
所
２
階
）、

健
康
セ
ン
タ
ー
、
各
保
育
園
、

ち
び
っ
こ
広
場
（
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
４
階
）
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
児
童
福
祉
課
蕁

39
・
２
２
１
９

10
月
１
日
か
ら
、
「
資
源
の

有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン

の
リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
「
燃

や
さ
な
い
ご
み
」
と
し
て
収
集

し
て
い
た
家
庭
の
使
用
済
み
パ

ソ
コ
ン
（
個
人
で
購
入
し
て
不

要
に
な
っ
た
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ

ソ
コ
ン
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

パ
ソ
コ
ン
用
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
）

老
人
保
健
の
該
当
者
で
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
入
院

中
の
食
事
の
一
部
負
担
金
（
１

日
７
８
０
円
）
が
次
の
と
お
り

減
額
さ
れ
ま
す
。

①
市
民
税
非
課
税
世
帯

１
日
　
６
５
０
円

②
過
去
12
カ
月
の
入
院
日
数
が
　

90
日
を
超
え
て
い
る
人

１
日
　
５
０
０
円

③
70
歳
以
上
で
、
世
帯
全
員
の
　

各
所
得
が
０
円
の
人

１
日
　
３
０
０
円

減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
減

額
認
定
証
の
申
請
が
必
要
で
す
。

手
続
先
＝
市
役
所
１
階
⑨
⑩
番

窓
口
　
持
参
す
る
も
の
＝
保
険

証
、
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

（
老
人
保
健
該
当
者
の
み
）

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月
末
日
で
す
が
、
現
在
、
減

額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る

人
で
引
き
続
き
該
当
す
る
人
は
、

更
新
手
続
き
を
し
な
く
て
も
、

７
月
下
旬
に
新
し
い
減
額
認
定

証
を
送
付
し
ま
す
。

※
な
お
、
70
歳
以
上
で
減
額
認

定
証
が
交
付
さ
れ
た
人
は
、
医

療
費
の
１
カ
月
の
自
己
負
担
限

度
額
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
蕁

39
・
２
２
２
０

「
平
成
15
年
度
国
民
健
康
保

険
料
納
付
通
知
書（
確
定
賦
課
）」

を
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
っ

て
医
療
費
の
負
担
を
軽
く
し
よ

う
と
い
う
制
度
で
す
。

忘
れ
ず
に
各
納
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
蕁

39
・
２
２
２
０

あ
る
場
合
、
障
害
の
な
い
親
と

児
童
（
両
親
に
重
度
障
害
が
あ

る
場
合
は
児
童
の
み
）

助
成
額
＝
医
療
費
の
自
己
負
担

額
か
ら
一
部
負
担
金
（
通
院
は

１
回
５
３
０
円
×
４
回
、
入
院

は
１
日
１
、２
０
０
円
と
食
事
代
）

と
高
額
療
養
費
を
差
し
引
い
た

額
（
助
成
は
申
請
の
翌
月
分
か

ら
）

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医

療
課
蕁
39
・
２
２
２
０

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
や

●
子
育
て
ガ
イ
ド
（
無
料
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
10
月
１
日
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の

廃
棄
方
法
が
変
わ
り
ま
す

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
に

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

●
国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

●
65
歳
以
上
の
人
の

介
護
保
険
料
の

確
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

●
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は

入
院
中
の
食
事
代
が

減
額
さ
れ
ま
す

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

四
季
咲
き
ベ
ゴ
ニ
ア
は
、
正

式
名
を
ベ
ゴ
ニ
ア
・
セ
ン
パ
フ

ロ
ー
レ
ン
ス
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
原
種
名

で
、
絶
え
ず
花
が
咲
く
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

名
前
の
と
お
り
、
春
に
花
壇

や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
れ
ば
晩

秋
ま
で
花
が
楽
し
め
、
冬
季
も

窓
辺
で
花
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
近
年
は
品
種
改
良
が
さ

ら
に
進
み
、
丈
夫
で
長
く
咲
き

続
け
る
こ
と
か
ら
育
て
ら
れ
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

葉
は
緑
色
と
褐
色
（
銅
葉
）

の
２
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
白
や
淡
黄
色
の
斑ふ

入
り
種
が

あ
り
ま
す
。
花
色
に
は
赤
、
桃
、

白
が
あ
り
、
覆
輪

ふ
く
り
ん

や
八
重
咲
き

種
も
あ
っ
て
多
彩
で
す
。

（
場
所
）
各
葉
腋
（
葉
の
付
け

根
）
に
花
を
つ
け
る
の
で
、
日

陰
だ
と
茎
が
無
駄
に
伸
び
て
花

つ
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。
十
分

に
日
光
の
当
た
る
場
所
で
、
節

間
の
詰
ま
っ
た
株
に
育
て
ま
し

ょ
う
。

冬
越
し
し
た
株
は
、
八
重
桜

が
咲
き
晩
霜
の
心
配
が
な
く
な

る
こ
ろ
に
戸
外
に
出
し
ま
す
。

秋
は
、
朝
晩
の
温
度
が
摂
氏
10

度
前
後
ま
で
下
が
る
こ
ろ
に
は

室
内
に
取
り
込
み
、
ガ
ラ
ス
越

し
に
日
光
が
差
し
込
む
場
所
で

育
て
ま
す
。

（
用
土
）
細
根
性
で
通
気
性
を

好
む
の
で
、
腐
植
質
に
富
ん
だ

ふ
か
ふ
か
の
土
で
育
て
ま
す
。

容
器
栽
培
で
は
、
赤
玉
土
か

鹿
沼
土
を
５
、
腐
葉
土
か
ピ
ー

ト
モ
ス
を
４
、
パ
ー
ラ
イ
ト
を

１
の
割
合
で
配
合
し
た
土
で
育

て
ま
す
。
市
販
の
培
養
土
を
使

っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
長
く
咲
か
せ
る
た
め

に
は
、
肥
料
ぎ
れ
に
し
な
い
よ

う
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

花
壇
で
は
元
肥
と
し
て
１
裃

当
た
り
１
０
０
ｇ
ほ
ど
、
鉢
栽

培
で
は
４
〜
５
号
鉢
な
ら
２
〜

３
ｇ
の
緩
効
性
化
成
肥
料
を
混

入
し
ま
す
。

花
の
咲
い
て
い
る
期
間
は
、

化
成
肥
料
や
液
肥
の
追
肥
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
た
だ

し
、
７
〜
８
月
の
高
温
時
に
は

濃
度
を
薄
め
て
や
り
ま

し
ょ
う
。

（
摘
芯
）
茎
が
伸
び
て

先
端
ま
で
花
が
咲
き
終

わ
っ
た
ら
、
摘
芯
し
て

脇
芽
を
出
さ
せ
、
枝
数

が
多
く
な
る
よ
う
に
し

ま
す
。

（
花
が
ら
摘
み
）
咲
き

終
わ
っ
た
花
や
傷
ん
だ

り
枯
れ
た
り
し
た
葉
は
、

こ
ま
め
に
取
り
除
き
ま

す
。
こ
れ
を
怠
る
と
灰

色
カ
ビ
病
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

（
水
や
り
）
庭
植
え
で
は
、
晴

天
続
き
で
な
け
れ
ば
あ
ま
り
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

容
器
栽
培
で
は
、
土
の
表
面

が
乾
い
て
白
く
な
っ
た
ら
、
朝

に
た
っ
ぷ
り
与
え
ま
し
ょ
う
。

花
は
、
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
の
中
で
潤
い
と
安
ら
ぎ
、
そ

し
て
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
中
で
も
家
庭
や
学
校
、
公
園

と
い
っ
た
身
近
な
場
所
に
見
ら
れ
る
草
花
で
最
も
多
い
の
は
、

サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
四
季
咲
き
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
、
そ
の
中
か
ら
四
季
咲
き
ベ
ゴ
ニ
ア
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

晩
秋
ま
で
咲
き
続
け
る
か
れ
ん
な
花

四
季
咲
き
ベ
ゴ
ニ
ア

193

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

▲四季咲きベゴニア

市では、中心市街地に起業家や企業が進出しやすい環
境を整えるため、空き事務所への進出に対する補助制度
を新設しました。また、空き店舗への出店を支援する補
助制度も拡充しました。ぜひ、ご活用ください。

●長岡市中心市街地事務所集積促進事業
対象＝空き事務所
補助金額＝月額10万円を限度に賃借料の２分の１以内の

額を３年間補助
補助要件＝①事務所であること（風俗営業関係、金融・

保険業は除く）②中心市街地の空き事務所の２階
以上の部分を使用すること③２人以上の長岡市民
を雇用すること④５年間は継続して事業を営むこ
と⑤市税を滞納していないこと⑥新規店舗等誘致
委員会が補助対象物件として適切であると認定し
た物件であること

申し込み＝商業振興課蕁39・2228へ

●長岡市新規出店者育成支援事業
対象＝空き店舗

補助金額＝月額10万円を限度に賃借料の２分の１以内の
額を１年間補助。中心市街地への出店者は、50万
円を限度に改装費の２分の１以内の額も合わせて
補助

補助要件＝①小売業、一般飲食業、サービス業であるこ
と（風俗営業関係、フランチャイズチェーン店は
除く）②道路に面している空き店舗の１階部分を
使用すること③商店街を形成している地域に出店
すること④原則午前11時から午後６時まで連続し
て営業すること⑤市税を滞納していないこと⑥新
規店舗等誘致委員会が補助対象物件として適切で
あると認定した物件であること

申し込み＝商業振興課蕁39・2228へ
●中心市街地産業集積促進資金
中心市街地でこれから事業を開始しようとする中小企

業のみなさんを支援するための融資制度です。
申し込み＝市内各金融機関へ

中心市街地へ進出する起業家・企業を
募集しています

市民サービスセンターからのお知らせ
７月１日貂から、除籍と改製原戸籍（昭
和32年の戸籍法改正以前の戸籍）の謄本と
抄本の交付を新たに開始します。
受付時間＝平日の午前８時30分～午後５時
問い合わせ＝市民サービスセンター
（ながおか市民センター１階）蕁36・7822

▲子育てガイド

■
新
潟
県
雇
用
・
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
航
空
防
除
に
ご
協
力
を
！

問い合わせ＝商業振興課†３９・２２２８

対　象　者� 資金使途�限度額�貸付利率�返済期間�
長岡市中心市街地活性化基本計画
で規定する区域内で、これから事
業を開始しようとする中小企業者
で市長の認定を受けたもの�

運転資金�
設備資金�

1,000�
万円�

年2.3％�
（信用保証�
付きは年�
1.8％）�

７年以内�
（据置１年�
以内を含�
む）�

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

長岡市長選挙の投票日は１１月９日Aです
平成15年11月20日に任期満了となる長岡市長選挙の選挙期日が、

６月23日に開催された選挙管理委員会で次のとおり決まりました。

告示日 11月２日豸 投票日 11月９日豸
投票について詳しくは、市政だより10月号でお知らせします。

問い合わせ　選挙管理委員会事務局蕁３９・２２４１
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで�
ください。�

す
。
建
設
費
用
の
３
分
の
１

（
上
限
50
万
円
）
が
、
市
と
バ

ス
事
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
景
観
に
配
慮
し
た

デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
も
の
に
は
、

さ
ら
に
金
額
を
加
算
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
都
市
政
策
課
1

39
・
２
２
２
５

場
所
＝
市
役
所
２
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
　
公
開
＝
７
月
７
日

豺
か
ら
　
問
い
合
わ
せ
＝
行
政

管
理
課
1
39
・
２
２
０
８

長
岡
市
障
害
者
基
本
計
画
の

進
捗
管
理
や
、
障
害
の
あ
る
人

の
施
策
に
つ
い
て
の
調
査
・
審

議
を
行
う
た
め
に
設
置
し
て
い

る
長
岡
市
障
害
者
施
策
推
進
協

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
２
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
15
人
）

応
募
資
格

＝
長
岡
市
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
（
平
成
15
年
８
月
１
日
現
在
）

の
人
で
、
長
岡
市
の
障
害
者
施

策
に
関
心
が
あ
り
、
年
１
回
程

度
開
催
す
る
会
議
（
原
則
平
日

の
昼
間
に
開
催
）
に
出
席
で
き

る
人
（
公
務
員
は
除
く
）

任

期
＝
平
成
15
年
８
月
１
日
か
ら

２
年
間
　
報
酬
＝
会
議
１
回
に

つ
き
９
、１
０
０
円（
税
込
み
）

申
し
込
み
＝
７
月
18
日
貊
ま
で

に
、
封
書
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
志
望
の
動
機
（
８

０
０
字
程
度
）
を
明
記
し
、
〒

９
４
０
―
８
５
０
１
長
岡
市
福

祉
総
務
課
1
39
・
２
２
１
７
、

FAX
39
・
２
２
７
５
、
Ｅ
メ
ー
ル

fukushi@
city.nagaoka.

niigata.jp

へ
（
書
式
不
問
）

選
考
＝
志
望
の
動
機
と
後
日
実

施
す
る
面
接
に
よ
り
選
考

昨
年
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

力
で
誕
生
し
た
米
百
俵
ま
つ
り
。

今
年
は
10
月
４
日
貍
に
開
催
し

ま
す
。

こ
の
ま
つ
り
を
華
麗
に
彩
る

「
越
後
長
岡
時
代
行
列
」
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

活
動
日
＝
８
月
か
ら
（
ま
つ
り

当
日
ま
で
に
平
日
夕
方
か
ら
の

会
合
が
10
回
程
度
あ
り
）

活

動
内
容
＝
時
代
行
列
の
企
画
・

運
営
。
ま
つ
り
当
日
は
武
者
姿

で
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す

申
し
込
み
＝
観
光
課
内
長
岡
ま

つ
り
協
議
会
事
務
局
1
39
・
２

２
２
１

平
成
15
年
度
の
「
長
岡
市
表

彰
」
と
「
長
岡
市
地
域
社
会
貢

献
者
褒
賞
」
の
候
補
者
の
推
薦

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〈
長
岡
市
表
彰
の
対
象
〉

①
長
岡
市
の
自
治
、
社
会
福
祉
、

保
健
衛
生
、
生
活
環
境
、
商
工

業
、
農
林
業
、
教
育
、
体
育
、

文
化
、
交
通
安
全
、
防
犯
な
ど

の
活
動
に
尽
く
さ
れ
、
功
績
の

著
し
い
人
ま
た
は
団
体

②
市
民
の
模
範
と
し
て
表
彰
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
行
い
を
さ
れ

た
人
ま
た
は
団
体

〈
長
岡
市
地
域
社
会
貢
献
者
褒

賞
の
対
象
〉

奉
仕
、
慰
問
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
明
る
く
住
み
良
い
地
域

社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
、
地

域
社
会
の
発
展
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
人
ま
た
は
団
体

締
め
切
り
＝
８
月
22
日
貊

問

い
合
わ
せ
＝
庶
務
課
1
39
・
２

２
０
３

次
の
条
件
を
満
た
す
希
望
者

に
、
年
２
回
ふ
と
ん
の
丸
洗
い

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

７
月
上
旬
ま
で
に
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

対
象
＝
平
成
15
年
３
月
31
日
現

在
①
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
人
②
65
歳
以
上
の
寝
た
き

り
、
痴
呆
性
高
齢
者
　
実
施
時

期
＝
１
回
目
９
月
〜
10
月
、
２

回
目
２
月
〜
３
月
　
問
い
合
わ

せ
＝
介
護
保
険
課
1
39
・
２
２

４
５第

17
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

国
債
を
受
け
た
戦
没
者
等
の
妻

で
、
平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
、

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
る
人

に
、
額
面
２
０
０
万
円
の
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
期
限
＝
平
成
18
年
３
月
31

日
ま
で
　
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉

総
務
課
1
39
・
２
２
１
７

町
内
会
な
ど
が
、
バ
ス
待
合

所
を
設
置
し
た
り
改
築
し
た
り

す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

日
時
＝
７
月
23
日
貉
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
　
相
談
内
容
＝
近
隣
間
の
い

や
が
ら
せ
、
名
誉
・
信
用
の
侵
害
、

親
族
内
の
も
め
ご
と
、
相
続
に
関
す

る
こ
と
な
ど

新
潟
地
方
法
務
局

長
岡
支
局
1
33
・
６
９
０
１

不
安
や
戸
惑
い
も
家
族
共
通
の
体

験
と
し
て
語
り
合
う
こ
と
の
で
き
る

つ
ど
い
で
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
25
日
貊
・
８
月
22
日
貊

午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
課
内
精

神
障
害
者
家
族
会
事
務
局
1
39
・
２

２
４
５

日
時
＝
７
月
28
日
豺
・
29
日
貂
・
31

日
貅
・
８
月
１
日
貊
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
長
岡
赤
十
字
看
護

専
門
学
校
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

昼
食
、
内
履
き
靴
、
動
き
や
す
い
服

装
　
対
象
＝
15
歳
以
上
で
４
日
間
と

も
受
講
で
き
る
人
　
定
員
＝
30
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０

円

７
月
18
日
貊
ま
で
に
日
本
赤

十
字
社
新
潟
県
支
部
1
０
２
５
・
２

３
１
・
３
１
２
１
へ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
に
携

わ
る
作
業
療
法
士
の
仕
事
を
見
学
・

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
８
月
の
平
日
で
希
望
す
る
１

日
（
２
時
間
程
度
）

場
所
＝
市
内

の
病
院
や
施
設
ほ
か
　
参
加
料
＝
無

料

７
月
22
日
貂
ま
で
に
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

職
業
（
学
校
）、
見
学
希
望
日
（
第
３

希
望
ま
で
）
を
記
入
し
、
〒
９
４
０

―
２
０
８
１
三
ツ
郷
屋
町
３
７
１
の

１
長
岡
西
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
・
服
部
さ
ん
1
27
・
８
５
０
０
へ

で
き
た
て
の
小
さ
な
合
唱
団
で
す
。

初
心
者
、
老
若
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

活
動
日
時
＝
原
則
第
２
・
４
金
曜
日

午
後
７
時
〜
８
時
40
分
　
会
場
＝
メ

グ
ス
タ
ジ
オ
（
本
町
１
）

会
費
＝

月
３
、０
０
０
円

高
野
さ
ん
1

36
・
２
５
８
０

公
演
の
ス
テ
ー
ジ
で
プ
ロ
の
演
奏

家
と
一
緒
に
、
お
も
ち
ゃ
の
楽
器
で

「
お
も
ち
ゃ
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
を

演
奏
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
＝
４
歳
〜
中
学
生
　
定
員
＝
１

０
０
人
（
先
着
。
同
伴
の
保
護
者
の

参
加
可
）

公
演
日
＝
11
月
19
日
貉

午
後
７
時
か
ら
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で

練
習
日
時
＝
８
月
14
日
貅
午
後
４
時

〜
５
時
と
９
月
６
日
貍
午
前
10
時
〜

11
時
に
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
。
10
月

４
日
貍
は
時
間
と
会
場
未
定
　
参
加

料
＝
無
料
　

７
月
26
日
貍
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
有

無
、
希
望
楽
器
（
水
笛
、
ガ
ラ
ガ
ラ
、

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
鈴
、
リ
コ
ー
ダ

ー
、
ラ
ッ
パ
、
太
鼓
、
シ
ン
バ
ル
の

い
ず
れ
か
）
を
記
入
し
、
〒
９
４
０

―
２
０
３
５
関
原
町
５
の
２
４
５
小

堺
聡
子
さ
ん
1
47
・
４
９
１
３
へ

人口と世帯数 住民基本台帳登録数15.６.１（前月比）

191,990人 94,374人 97,616人 66,983世帯
（＋58） （＋115）（＋8）（＋50）

●
ふ
と
ん
の
丸
洗
い
を

実
施
し
ま
す

●
戦
没
者
等
の
妻
の
皆
さ
ま
へ

特
別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ

れ
ま
す

●
バ
ス
待
合
所
の
設
置
費
を

補
助
し
ま
す

●
長
岡
市
障
害
者
施
策
推
進

協
議
会
委
員
募
集

●
米
百
俵
ま
つ
り
時
代
行
列

企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

●
平
成
14
年
度
の
事
務
事
業

評
価
表
を
公
表
し
ま
す

▲間伐材を利用したログハウス
風の上屋（新片田バス停）

▲祭りを宣伝するスタッ
フ（昨年の米百俵まつり）

●
長
岡
市
表
彰
と
長
岡
市
地
域

社
会
貢
献
者
褒
賞
の
候
補
者

を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
人
権
相
談
所
開
設
（
相
談
無
料
）

■
長
岡
市
精
神
障
害
者
家
族
会

■
赤
十
字
家
庭
看
護
法
介
助
員

養
成
講
習
会

■
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
作
業
療
法

■
混
声
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・
メ
グ
」

団
員
募
集

■
「
楽
し
い
室
内
楽
」
出
演
者
募
集

採
用
職
種�

受
　
験
　
資
　
格�

採
用
予
定�

人
　
　
員�

採
用
職
種�

受
　
験
　
資
　
格�

採
用
予
定�

人
　
　
員�

一
般
事
務
職
員�

Ⅰ
　
　
　
　
種�

15
人
程
度�

一
般
事
務
職
員�

Ⅱ
　
　
　
　
種�

３
人
程
度
�

土
木
技
術
職
員�

Ⅰ
　
　
　
　
種�

２
人
程
度
�

土
木
技
術
職
員�

Ⅱ
　
　
　
　
種�

１
人
程
度
�

３
人
程
度
�

保
　
育
　
士
�

１
人
程
度
�

消

防

Ⅰ

種
�

１
人
程
度
�

消

防

Ⅱ

種
�

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
学
歴
・
性
別
不
問
）
�

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
学
歴
・
性
別
不
問
）
�

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
�

れ
た
人
で
、
備
考
２
の
条
件
を
満
た
す
人
（
学
歴
・
性
別
不
問
）
�

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
�

れ
た
人
で
、
備
考
２
の
条
件
を
満
た
す
人
（
学
歴
・
性
別
不
問
）
�

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
学
歴
・
性
別
不
問
。
た
だ
し
、
土
木
に
関
す
る
専

門
の
課
程
を
履
修
し
た
人
）
�

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
学
歴
・
性
別
不
問
。
た
だ
し
、
土
木
に
関
す
る
専

門
の
課
程
を
履
修
し
た
人
）
�

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
の
資

格
を
有
す
る
人
ま
た
は
児
童
福
祉
法
施
行
令
に
よ
る
保
育
士

を
養
成
す
る
学
校
そ
の
他
の
施
設
を
平
成
16
年
３
月
ま
で
に

卒
業
し
、
保
育
士
資
格
を
取
得
見
込
み
の
人
（
性
別
不
問
）
�

【
備
　
考
】

１

Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
と
は
、
試
験
の
程
度
（
難
度
）
を
表

す
も
の
で
、
Ⅰ
種
は
大
学
卒
業
程
度
、
Ⅱ
種
は
高
校

卒
業
程
度
で
す
。

２
　
消
防
職
員
の
受
験
条
件

身
長
＝
男
性
１
６
０
㎝
／
女
性
１
５
５
㎝
以
上
で
あ

る
こ
と
　
胸
囲
＝
男
性
80
㎝
／
女
性
77
㎝
以
上
で
あ

る
こ
と
　
体
重
＝
男
性
50
㎏
／
女
性
45
㎏
以
上
で
あ

る
こ
と
　
視
力
＝
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
0.3
以
上
で
、

色
覚
が
正
常
で
あ
る
こ
と
　
聴
力
＝
左
右
と
も
正
常

で
あ
る
こ
と
　
握
力
＝
左
右
と
も
男
性
35
㎏
／
女
性

25
㎏
以
上
で
あ
る
こ
と
　
そ
の
他
＝
採
用
後
は
、
長

岡
市
ま
た
は
越
路
町
の
区
域
内
に
居
住
で
き
る
こ
と

３

勤
務
場
所
に
よ
り
休
日
勤
務
や
夜
間
勤
務
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
試
験
案
内
お
よ
び
申
込
書

試
験
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
、
市
長
公
室
人
事
課

（
市
役
所
４
階
）、
案
内
所
（
市
役
所
１
階
）、
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
お
よ
び
各
地
域
図
書

館
で
配
布
し
ま
す
。

郵
送
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
試
験
案
内
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
あ
て
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
）
を
同
封
の
う
え
、

左
記
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

試
験
案
内
、
申
込
書
お
よ
び
受
験
票
は
、
長
岡
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city.nagaoka.niigata.jp

か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
岡
市
市
長
公
室
人
事
課

〒
９
４
０
―
８
５
０
１

長
岡
市
幸
町
２
丁
目
１
番
１
号

1
35
・
１
１
２
２

内
線
２
０
３
４
・
２
０
３
５
・
２
０
３
８

◎
第
１
次
試
験
日
　
8
月
２４
日
A

◎
受

付

期

間
　
7
月
２４
日
E
〜
7
月
２７
日
A

※
土
曜
日
、
日
曜
日
も
受
付
を
行
い
ま
す
（
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
）。

長岡市職員を募集します（平成１６年4月採用）

一
般
事
務
Ⅰ
種

◎
第
１
次
試
験
日
　
9
月
２１
日
A

◎
受

付

期

間
　
8
月
１７
日
A
〜
8
月
１９
日
C

※
日
曜
日
も
受
付
を
行
い
ま
す
（
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
）。

申
し
込
み
は
、
受
験
者
本
人
が
職
員
採
用
試
験
申
込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
や

代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
事
務
Ⅱ
種
／
土
木
技
術
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種

保
育
士
／
消
防
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種


